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◇
山
登
り
の
人
造
り
◇

富
山

石

黒

清

蔵

（六
一
三
）

表
題
は
、
「山
登
り
と
、
人
造
り
」
と

し
た
方
が
よ
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
、
富
山
の
こ
と
が
出
て

く
る
の
は
目
を
つ
ぶ
っ
て
や
っ
て
下
さ

・
自
信
と
は

わ
か
り
切
っ
た
こ
と
や
、
人
の
あ
と

を
追

っ
て
歩
く
こ
と
ば
か
り
で
は
、
何

の
進
歩
も
自
信
も
生
れ
な
い
。
山

へ
行

く
こ
と
で
言
え
ば
、
ひ
っ
か
た
が

っ
た

橋
桁
も
な
い
吊
橋
、
蒼
氷
の
カ
ッ
テ
ィ

ン
グ
、
も
う
三
〇
ｍ
、
五
ｍ
で
届
く
ス

ラ
ブ
、
三
〇
〇
〇
ｍ
ｌ
四
〇
〇
〇
ｍ
の

ナ
イ
フ
ｏ
リ
ッ
ヂ
で
膏
汗
を
し
ぼ

っ
た

果
て
の
登
頂
、
こ
れ
ら
の
苦
労
の
挙
句

に
自
信
は
生
れ
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
大
新
聞
、
綜
合
雑
誌
で
、自

分
の
所
説
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
、
或
い

は
変

っ
た
と
こ
ろ
で
選
挙
で
自
分
が
支

持
さ
れ
て
勝
つ
、
等
は
男
児
の
本
懐
で

あ
り
、
大
い
に
自
信
を
つ
け
る
。

総
じ
て
凡
人
で
は
、
苦
労
の
分
量
と

自
信
と
は
、ほ
ぼ
正
比
例
す
る
と
思
う
。

・
教
育
制
度
と
先
生
に
一
言

現
在
の
教
育
制
度
に
つ
い
て
は
、
功

罪
賛
否
様
々
で
あ
る
が
、
新
に
受
験
中

心
の
荒
廃
し
た
教
育
に
は
非
難
の
声
が

高
い
。
荒
廃
し
た
教
育
を
正
し
、
教
育

に
創
造
的
活
動
力
を
と
り
戻
す
に
は
ど

う
す
る
。

人
間
の
創
意
こ
そ
、
文
化
、
経
済
発

展
の
原
動
力
で
あ
る
と
す
る
哲
学
に
よ

っ
て
、
個
々
人
の
創
造
的
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
発
揮
す
る
よ
う
に
、
変
化
す
る
社
会

―
―
学
校
で
習
う
こ
と
位
、
五
年
か
十

年
で
、
ま
る
で
変

っ
て
し
ま
う
世
の
中

―

に
あ
っ
て
必
要
な
適
応
力
、
判
断

力
、
そ
し
て
最
も
不
撓
不
屈
の
精
神
を

持
っ
た
若
者
を
作
る
に
は
、
学
校
教
育

だ
け
に
頼
ら
ず
、
先
生
が
自
分
の
然
を

か
け
た

「山
登
り
」
な
ど
で
学
生
、
生

徒
を
指
導
す
る
。

一
寸
現
実
離
れ
は
し

て
い
る
か
知
れ
な
い
が
、
私
自
ら
は
融

験
上
の
可
能
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。

一
世
を
風
摩
す
る
様
な
学
風
、
学
説

も
な
い
時
に
は
、
自
分
の
然
で
で
も
ぶ

つ
か
る
よ
り
手
が
な
い
。

・
国
の
方
針
の
確
立

（略
）

ｏ
ク
ラ
ブ
活
動

（略
）

・
人
造
り
と
し
て
の
山
登
り

さ
き
の
大
戦
中
、南
方
戦
線
四
年
間
、

主
と
し
て
第
二
方
面
軍
阿
南
部
隊
で
あ

っ
た
。
末
期
に
な
っ
て
深
刻

に
な

る

と
、
各
人
の
性
格
が
顕
現
さ
れ
る
か
、

九
州
人
は
何
か
し
ら
国
家
観
念
が
強
か

っ
た
。
こ
れ
を
し
ょ
っ
中
胸
に
お
い
た

ま
ま
、
昨
春
偶
然
、
母
校
に
出
光
佐
三

氏
を
迎
え
た
時
、
宗
像
神
社
崇
拝
で
聞

え
る
氏
に
、
こ
の
胸
中
を
純
し
た
。

と
こ
ろ
が
同
氏
は
さ
も
親
し
そ
う
に

「
そ
れ
は
お
前
、
鍛
え
方
が
ま
る
で
違

う
の
だ
よ
」
と
肩
を
叩
い
て
言

わ
れ

た
。
全
く
私
と
し
て
禅
問
答
の
様
に
感

激
で
あ
り
、
裕
然
と
目
を
開
か
れ
た
思

い
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
わ
が
郷
土
で
い
う
な
ら
ば
、

「山
」
と
い
う
素
晴
し
い
、
厳
し
い
鍛

錬
の
場
が
あ
る
。
そ
こ
で
こ
ち
ら
が
無

償
の
行
為
で
や
れ
ば
、
殆
ん
ど
可
能
で

あ
ろ
う
と
。
も
し
遭
難
し
た
ら
、
引
受

け
て
や
る
と
い
う
責
任
を
も
っ
て
。

（最
後
の
二
行
は
原
文
そ
の
ま
ま
）

・
遭
難
防
止
と
自
然
保
護
に
お

い
て
一
言

私
は
親
し
い
山
友
達
に
屡
々
尋
ね
る

の
で
あ
る
が
、
防
止
届
出
条
例
を
県
外

の
岳
人
は
ど
う
取
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か

と
。
そ
れ
は
し
か
め
で
い
る
ね
、
と
皆

言
う
の
で
あ
る
。

地
元
の
者
と
し
て
い
や
な
言
葉
で
あ

る
が
、
県
は
観
光
客
な
ら
歓
迎
、
遭
難

す
る
よ
う

な
登
山
者
な
ら
ば
御
免
／

と
い
う
風
に
と
ら
れ
た
ら
ど
う
す
る
の

で
あ
ろ
う
。

別
に
観
光
客
を
否
定
す
る
積
り
は
な

い
が
、
次
の
場
合
に
は
皆
さ
ん
ど
う
考

え
ま
す
か
。

（次
頁
へ
続
く
）
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第
二
三
五
回
小
集
会

▽
と
　
き
　
九
月
二
七
日

（水
）
１８
時
３０
分

▽
と
こ
ろ
　
本
会
集
会
室

「ブ
ー
タ
ン
の
旅
」

金

井

弘

夫
氏

今
月
の
小
集
会
は
、
去
る
七
月
末
に
帰
国

し
た
東
大
第
二
次
イ
ン
ド
植
物
調
査
隊
の
金

井
弘
夫
氏
を
お
招
き
し
て
、
ブ
ー
タ
ン
の
高

山
植
物
を
中
心
に
お
話
し
を
聞
く
会
で
す
。

ブ
ー
タ
ン
の
山
と
珍
ら
し
い
高
山
植
物
の

カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
に
ご
期
待
下
さ
い
。

婦

人

懇
談

会

例

会

（
三
水

会

）

▽
と
　
き
　
九
月
二
〇
日

（水
）
１８
時
３ｏ
分

▽
と
こ
ろ
　
本
会
集
会
室

夏
山
で
撮
影
し
た
写
真

・
ヵ
ラ
ー
ス
ラ
イ

ド
等
を
持
ち
寄

っ
て
、
皆
様
と
夏
の
山
行
を

語
り
合
う
会
と
い
た
し
ま
す
。

第
二
三
六
回
現
地
小
集
会

▽
と
　
き
　
十
月
七
日

（土
）
八
日

（
日
）

▽
現
地
集
合
　
十
月
七
日
午
后
四

・
三
〇
分

文
部
省
登
山
研
修
所

（立
山
千
寿
原
）

本
会
富
山
支
部
創
立
二
〇
周
年
を
記
念
し

て
開
催
し
ま
す
。
左
記
の
よ
う
に
、
講
演
会

懇
親
会
、
山
行
等
、
盛
り
沢
山
な
行
事
を
計

画
い
た
し
ま
し
た
。
多
数
ご
参
加
下
さ
い
。

な
お
、
詳
細
は
本
会
ま
た
は
各
支
部
へ
。

◎
講
演
会
　
槙
有
恒
氏
ほ
か
◎
懇
親
会
戦
前

活
躍
し
た
芦
隣
の
ガ
イ
ド
を
囲
ん
で
。
◎
山

行

（
十
月
八
日
）
④
立
山
ト
ン
ネ
ル
エ
事
見

学
③
立
山
往
復
③
黒
四
ダ
ム
大
町
◎
他
に
十

月
十
日

（
祝
）
ま
で
の
三
日
間

に
亘

る
山

行
。
雄
山
―
内
蔵
助
平
―
黒
部
―
大
町
。
雄

山
―
別
山
―
創
岳
―
室
堂
。
雄
山
―
別
山
―

立
山
川
―
バ
ン
バ
島
。
ほ
か
。

▽
会
費
　
一
、
○
○
○
円

（
十
月
七
日
の
宿

泊
費
と
懇
親
会
費
用
）

▽
申
込
み
　
九
月
三
〇
日
迄
に
富

山
支

部

（富
山
市
白
銀
町
二
五
若
林
商
店
内
）
へ
。

訂
正

・
「山
」
七
月
号
の
お
知
ら
せ
欄
中

第
二
三
五
回
現
地
小
集
会
は
、
第
二
三
六
回

現
地
小
集
会
と
訂
正
し
ま
す
。
（関
　
口
）

(1)……233‐――



267-1967。 9

（前
頁
よ
り
）

関
電
野
瀬
常
務

（さ
き
の
黒
四
建
設

所
長
）
が

「関
電
は
黒
部
解
放
を
迫
ら

れ
る
が
、
棒
平
か
ら
上
流
、
黒
四
ダ
ム

ま
で
の
軌
道
解
放
は
、
将
来
と
も
考
え

な
い
、
解
放
す
る
と
す
れ
ば
、
旧
日
電

歩
道
を
改
修
し
て
、
ザ
ッ
ク
の
登
山
者

御
通
行
に
は
努
力
す
る
」
と
い
う
風
な

言
明
を
し
た
。
（
七
月
上
旬
）

こ
れ
は
敵
Ｐ
な
が
ら
天
晴
れ
の
正
論

で
あ
る
と
思
う
。

富
山
で
何
故
こ
ん
な
判
り
切
っ
た
話

が
通
ら
ん
の
だ
ろ
う
。

私
は

こ
こ
で

又
、
会
報
五
月
号
に
あ
っ
た
が
、
加
藤

泰
安
氏
近
著
の
言
を
引

用

し
た

い
。

「登
山
は
文
化
的
行
為
で
は
な
い
、
個

人
的
で
な
く
寧
ろ
厭
人
的
で
あ
る
」
全

く
同
感
で
あ
る
。

私
達
は
観
光
の
邪
魔
を
し
た
覚
え
は

な
い
。
大
い
に
観
光
の
資
源
の
保
護
を

訴
え
て
い
る
が
。
観
光
施
設
は
登
山
の

真
髄
と
す
る
領
域
を
ぐ
い
ぐ
い
破
壊
す

る
。
被
害
者
は
わ
れ
わ
れ
で
あ
ろ
う
。

こ
の
恰
好
を
讐
え
て
言
え
ば
、
防
止

条
例
を
出
す
の
は
、
〃教
育
マ
マ
″
で
あ

っ
て
、
若
し
本
当
に
遭
難
を
心
配
す
る

の
な
ら
ば
、
″
マ
ザ
ー
す
る
本
能
″を
も

っ
て
温
か
く
篤
く
親
切
に
指
導
す
る
に

越
し
た
こ
と
は
な
い
。
届
出
書
を
人
手

不
足
で
処
理
出
来
な
い
で
積
ん
で
あ
る

と
言
わ
れ
た
ら
、
何
を
か
言
わ
ん
や
で

あ
る
。

・
登
山
の
盛
況

先
輩
の
言
に
も
あ
る
如
く
、
今
日
登

山
界
も
盛
況
で
、
登
山
を
す
す
め
る
必

要
も
な
い
様
で
あ
る
が
、　
一
方
野
放
し

で
各
団
体
、
各
会
に
ま
か
し
て
お
く
と

い
う
訳
に
も
行
く
ま
い
。

さ
り
と
て
官
僚
に
統
制
さ
れ
る
の
は

尚
更
い
や
な
こ
と
で
あ
る
。
日
本
山
岳

会
で
先
を
見
通
し
た
考
え
を
立
て
て
、

学
問
と
し
て
も

〃
山
岳
学
″
と
い
う
様

な
分
野
を
拓
き
、
大
い
に
科
学
的
な
、

し
か
も
人
間
的
な
人
造
り
と
し
て
の
創

造
力
を
発
揮
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

（四
二
・
七

・
一
六
記
）

（編
者
注
ｏ
石
黒
さ
ん
の
急
逝
に
つ
い
て
は

前
号
に
も
触
れ
て
お
い
た
が
、
氏
は
山
に
入

る
前
に
私
の
と
こ
ろ
に
こ
の
原
稿
を
送
っ
て

こ
ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
が
遺
稿
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

元
の
原
稿
は
１２
字
詰
１０
行
、

１９
枚
で
あ
っ

た
が
、
氏
の
遠
慮
勝
ち
な
希
望
も
あ
り
、
編

者
と
し
て
も

「山
」
と
し
て
は
少
々
差
さ
わ

り
が
あ
る
と
思
っ
た
の
で
「国
の
方
針
確
立
」

と

「
ク
ラ
ブ
活
動
」
の
二
項
は
削
除
し
た
。

ご
諒
承
願
う
。

尚
、
七
月
二
十
五
日
付
の
葉
書
で
左
記
の

よ
う
な
原
稿
も
送
ら
れ
て
来
た
。

◇
　
　
　
　
◇

会
報
原
稿

七
月
号
所
載
第
二
三
六
現
地
小
集
会

（急

告
）
に
つ
き
御
来
富
の
方
、
六
日

（七
日
は

現
地
泊
り
）
八
日

民
宿

（
三
名
、
主
と
し
て
寝
具
の
為
）

御
来
訪

（
六
、
八
御
随
時
）

富
山
市
五
番
町
ニ
ー

一
八

石

黒

清

蔵

蘭〕
〇『〇卜
（
Ｎ卜
）
卜Ｏ卜『

表
記
甚
だ
唐
突
な
表
現
で
す
が
、
特
に
問

題
の
多
い
「富
山
の
山
登
り
」
に
つ
い
て
遠

慮
の
な
い
話
し
合
い
の
場
と
し
て
計
画
し
ま

し
た
。
実
践
派
並
び
に
理
論
派
の
御
来
訪
を

歓
迎
し
ま
す
。

（以
上
）

兵
庫
県
の
若
い
山

仲
間
が
遠
征
登
山
を

考
え
て
い
た
の
を
、

多
少
あ
お
り
た
て
た

の
が
だ
ん
だ
ん
と
実

を
む
す
ん
で
来
た
の

が
今
度
の
ア
ラ
ス
カ

遠
征
登
山
で
あ
る
。

数
年
前
シ
ア
ト
ル
の

山
の
仲
間
が
神
戸
ヘ

訪
れ
た
の
が
き
っ
か
け
に
な
り
こ
ん
ど
の
登

山
隊
の
副
隊
長
に
な
っ
た
藤
田
君
が
中
心
と

な
り
、
初
め
は
カ
ナ
ダ
の
ア
ラ
ス
ヵ
と
の
国

境
近
く
に
あ
る

「
ル
ケ
ニ
ア
、
ス
テ
ィ
ル
」

等
の
山
を
計
画
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、

カ
ナ
ダ
も
今
年
は
建
国
百
年
と
か
で
、
カ
ナ

デ
ィ
ア
ン
・
ア
ル
バ
イ
ン
ク
ラ
ブ
で
も
、
こ

の
百
年
祭
の
記
念
登
山
を
カ
ナ
ダ
の
こ
の
附

近
の
山
で
相
当
大
が
か
り
な
登
山
計
画
を
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
、
遠
慮
の
気
持
も
あ

り
、
シ
ア
ト
ル
の
マ
ウ
ン
テ
ニ
ア
ー
ズ
の
意

向
で
、
ア
ラ
ス
カ
の
未
登
峰
の
内
で
一
番
高

一

い
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
レ
ン
ジ
の
ボ
ナ
の
西
二

に
あ
る
四
、
四
〇
八
米
の
未
登
峰
を
目
指
す

一

こ
と
に
定
め
た
の
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
一

幸
い
兵
庫
県
と
ワ
シ
ン
ト
ン
州
は
姉
妹
州

県
で
あ
り
、
神
戸
市
と
シ
ア
ト
ル
が
姉
妹
都

市
で
あ
る
の
で
、
丁
度
兵
庫
県
の
県
政
百
年

及
び
神
戸
開
港
百
年
を
記
念
し
、
県
、
市
、

神
戸
新
聞
の
積
極
的
な
応
援
を
得
る
に
及
ん

で
、
と
ん
と
ん
拍
子
に
計
画
を
進
め
る
こ
と

が
出
来
た
。
そ
の
上
団
長
と
し
て
神
戸
市
の

宮
崎
助
役
を
最
後
に
は
引
張
り
出
す
こ
と
に

成
功
し
、
百
年
祭
事
業
と
し
て
軌
道
に
乗
り

す
っ
か
リ
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
形
を
整
え
る
こ

と
に
な
っ
た
。
多
少
ご
た
つ
い
て
い
た
隊
員

の
決
定
も
そ
の
後
予
定
通
り
に
定
め
る
こ
と

が
で
き
た
。

シ
ア
ト
ル
で
は
奈
良
シ
ア
ト
ル
総
領
事
、

ラ
ン
ダ
ー
ル
隊
長
等
の
案
内
で
、
ワ
シ
ン
ト

ン
州
エ
バ
ニ
ス
知
事
、
シ
ア
ト
ル
ブ
レ
マ
ン

市
長
等
を
公
式
訪
問
し
た
り
、
神
戸
シ
ア
ト

ル
提
携
委
員
会
の
ク
リ
ス
ト
ン
氏
を
訪
れ
た

アラスカ

未 登 峰 の 登 頂

津 田 周 ニ

り
そ
れ
等
の
合
同
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た

り
、
山
登
り
以
外
の
こ
と
が
少
々
多
過
ぎ
た

け
れ
共
、
民
主
的
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
が
意
外

に
封
建
的
で
あ
り
、
い
ろ
ん
な
社
会
勉
強
が

出
来
た
の
は
幸
い
で
あ
っ
た
。

山
の
こ
と
に
つ
い
て
は
藤
田
副
隊
長
が
話

し
て
い
る
か
ら
省
略
さ
せ
て
頂
き
、
ベ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
で
藤
田
副
隊
長
に
総
て
を
依
頼

し
、
宮
崎
団
長
と
共
に
ラ
ッ
セ
ル
氷
河
を
後

に
し
、　
一
応
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
に
戻
り
、
翌

日
ア
ラ
ス
カ
レ
ン
ジ
の
真
中
に
あ
る
山
地
エ

ス
キ
モ
ー
の
住
む
ア
ナ
ク
チ
ュ
バ
ッ
ク
・
パ

ス
ヘ
行
く
。
更
に
フ
オ
ト
ュ
ウ
コ
ン
の
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
部
落
を
見
学
し
、
翌
日
に
ア
ラ
ス

力
の
最
北
端
で
あ
る
ポ
イ
ン
ト
バ
ロ
ウ
に
、

ウ
イ
ン
航
空
で
行
く
。
正
に
エ
ス
キ
モ
ー
の

住
む
地
の
果
に
、
近
代
設
備
の
学
校
、兵
営
、

極
地
研
究
を
見
せ
ら
れ
る
。

こ
れ
等
に
つ
い
て
は
何
れ
又
書
く
こ
と
も

あ
ろ
う
か
と
思
う
が
、
計
画
の
ほ
ん
の
概
要

の
み
を
走
り
書
き
し
ま
し
た
。

尚
こ
の
度
登
頂
し
た
山
を
マ
ウ
ン
ト
・
コ

ウ
ベ
と
名
を
つ
け
た
の
は
ア
メ
リ
カ
の
意
向

で
あ
っ
て
、
日
本
側
か
ら
云
い
出
し
た
の
で

は
決
し
て
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
好
意
に
甘
え

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
少
し
く
お
も
は

ゆ
い
思
い
が
し
て
い
ま
す
。

文
部

省

登
山

研

修

所

の
開

所

文
部
省
体
育
局
ス
ポ
ー
ツ
課
が
登
山
セ
ン

タ
ー
と
し
て
準
備
を
す
す
め
て
い
た
標
記
研

修
所
が
完
成
、
七
月

一
日
午
前
十
時
三
十
分

よ
り
開
所
式
が
行
な
わ
れ
た
。

開
所
式
に
は
、
本
会
名
誉
会
員
槙
有
恒

氏
、
辰
沼
常
務
理
事
が
東
京
よ
り
出
席
、
本

会
も
祝
電
を
打
っ
た
。

同
研
修
所
は
、
本
会
石
原
評
議
員
が
設
計

一
に
当
り
、
三
階
建
、
延
四
一
六
坪
、
収
容
人

一
員
は
八
四
名
で
あ
る
。

一　
六
月

一
日
付
、
井
上
所
長
、
岡
事
務
官
等

一
職
員
七
名
が
発
令
さ
れ
た
が
、
こ
の
中
に
は

一
本
会
々
員
佐
伯
富
男
氏
が
、
専
門
職
と
し
て

入
っ
て
い
る
。

と
り
敢
え
ず
今
夏
に
は
七
月
二
八
日
―
八

月

一
五
日
に
か
け
て
高
等
学
校
の
登
山
指
導

養
成
研
修
会
、
八
月
二
〇
日
ｔ
九
月
六
日
に

大
学
山
岳
部
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
が
行
な

わ
れ
る
が
、
本
会
の
学
生
部
、
指
導
委
員
会

も
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

尚
本
研
修
所
の
効
果
的
な
運
営
を
図
る
た

め
に
一
〇
名
の
運
営
委
員
が
委
嘱
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
中

に
は
、
槙
有
恒
、
加
藤
泰

安
、
今
西
錦
司
、
深
田
久
弥
、水
野
祥
太
郎
、

牧
野
平
五
郎
、
村
井
米
子
の
七
名
の
本
会
々

員
が
含
ま
れ
て
い
る
。
（他
の
三
名
は
全
国

高
体
連
会
長
田
中
喜

一
郎
氏
、
富
山
県
教
育

長
塩
谷
敏
幸
氏
、
本
会
元
会
員
浦
松
佐
美
太

郎
氏
で
あ
る
）

絵

画

の

寄

贈

山
里
寿
男
氏
よ
り

会
報
二
六
五
号
で
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に

会
員
山
里
寿
男
氏
は
、
去
る
八
月
四
日
―
九

日
、
銀
座
松
屋
の
七
階
画
廊
に
お
い
て

「
ョ

ー
ロ
ッ
パ
の
山
、
日
本
の
山
、山
里
寿
男
展
」

を
開
催
し
、
好
評
裡
に
展
覧
会
を
終
了
し
た

が
、
こ
の
度
同
展
覧
会
に
出
品
し
た
絵
の
中

よ
り
次
の
二
点
を
本
会
新
ル
ー
ム
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

◎
油
、
十
号

（Ｆ
・
覧
Ｓ
ｃ
）、　
一
九
六
六
年

十
一
月
十
九
日
作
品
。

◎
水
彩
六
号

「涸
沢
よ
り
北
穂
高
」
一
九
六

六
年
五
月
二
十
四
日
作
品
。

松
方
二
郎
氏
よ
り

有
名
な
シ
ュ
ラ
ギ
ン
ト
ワ
イ
ト
の
作
品
の

一
つ
、
Ｒ↓
Ｆ
ｏ
∽
ｃ
８
日
〓
ｏ
ｈ
パ
”
●
ＯＦ
①
ュ
ー

・
・
ｍ
”
いｏ
静ｒ
①
一電【Ｆ
づ
”
】”く
”
Ｏ
喘
∽
ｒ
”Ｆ
ｒ
ｒ
づ

松
方
会
長
愛
蔵
品
を
新
ル
ー
ム
の
た
め
に
提

供
さ
れ
た
。
本
会
で
は
会
議
室
の
中
央
に
掲

げ
て
会
員
の
観
覧
に
供
す
る
こ
と
に
し
た
。

(2) 一-23イ ーー
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≫大高山から小倉へ≪

中 村  謙

六
月
の
中
旬
、
友
人
に
誘
わ
れ
て
野

尻
湖
か
ら
三
壁
を
通
っ
て
大
高
山

（
二

〇
七
九

・
四
米
）
に
登
り
、
五
二
郎
小

屋
か
ら
天
狗
原
を
登
っ
て
小
倉

へ
降

り
、
大
池
か
ら
平
兵
衛
池
。大
平
湿
原
・

草
津

へ
い
っ
て
参
り
ま
し
た
。

大
高
山
か
ら
小
倉

へ
の
道
は
近
年
つ

く
っ
た
み
ち
で
、
か
く
べ
つ
ど
う
と
い

う
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
私
ど
も

の
よ
う
に
足
の
悪
い
ヨ
タ
ヨ
タ
が
雨
に

降
ら
れ
な
が
ら
も
通
れ
る
道

で
す

か

ら
、
覚
え
て
お
い
て
も

よ

い
で
し
ょ

う
。
で
も
奥
山
の
経
験
の
な
い
ズ
ブ
の

素
人
で
は
だ
め
で
す
。

わ
れ
わ
れ
が
い
っ
た
の
は
先
月
十
七

日
で
す
。
野
反
湖
の
バ
ス
は
十
五
日
か

ら
通
る
と
い
っ
て
い
ま
し
た
が
、
い
つ

も
の
こ
と
で
、
崖
崩
れ
が
あ
る
と
か
何

と
か
い
っ
て
通
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
や

む
を
え
ず

ハ
イ
ヤ
ー
で
野
反
湖
ま
で
参

り
ま
し
た
。
湖
畔
を
彩
る
ツ
ツ
ジ
は
、

ま
だ
咲
き
が
け
な
が
ら
も
見
ご
と
で
し

た
。金

山
沢
の
手
ま
え
で
車
を
降
り
る
。

野
反
湖
に
は
知
ら
な
い
う
ち
に
第
ニ
キ

ャ
ン
プ
場
ま
で
で
き
て
、
び
っ
く
り
～

た
し
ま
し
た
。
お
茶
を
も
ら
っ
て
三
壁

に
登
り
、
か
も
し
か
原
に
降
り
ま
し
た

が
、
相
か
わ
ら
ず
の
ん
び

り
し
た
原

で
、
ま
だ
花
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
こ
か
ら
大
高
山

へ
登
る
途
中
、
梅
雨

が
し
と
し
と
と
降
っ
て
き
ま
し
た
。
大

高
山
か
ら
五
二
郎
小
屋
ま
で
は
、
ま
っ

た
く
雨
の
中
で
、
小
屋

へ
よ
ろ
う
と
思

っ
た
が
、
時
間
も
な
い
ま
ま
に
直
ぐ
新

道
に
入
り
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
で
ミ
ド
ノ
池
が
見
え
て
参

り
ま
し
た
。
か
つ
て
落
人
の
隠
れ
た
池

と
か
。
こ
の
辺
か
ら
気
持
ち
の
よ
い
天

狗
原
が
つ
づ
き
ま
す
。
お
天
気
だ
っ
た

ら
、
さ
ぞ
よ
い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
そ

の
中
に
歩
き
ず
ら
い
尾
根
の
横
み
ち
に

入
り
ま
し
た
。
カ
ッ
パ
が
に
ょ
き
に
ょ

き
出
て
い
て
、
と
て
も
歩
き
ず
ら
い
で

す
。
そ
こ
を
二
、
三
〇
分
も
す
ぎ
ま
す

と
、
道
は
自
か
ら
ど
ん
ど
ん
下
る
よ
う

に
な
っ
て
一
時
間
後
に
は
ミ
ド
ノ
沢
に

降
り
、
や
が
て
こ
わ
れ
か
か
っ
た
小
屋

の
と
こ
ろ
に
出
ま
す
。
ま
ず
ひ
と
息
と

い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

沢
を
渡

っ
て
小
川
を
跨
ぐ
と
ガ
ラ
ン

の
谷

へ
い
く
道
に
出
ま
す
。
そ
う
す
れ

ば
も
う
道
は
よ
く
、　
一
時
間
ち
ょ
っ
と

で
小
倉

へ
つ
き
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
が
野

反
湖
を
出
た
の
が
九
時
三
五
分
で
、
大

高
山
が
三
時
三
〇
分
、
小
原
分
岐
が
四

時

一
〇
分
で
、
小
倉

へ
つ
い
た
の
が
夜

の
九
時
、
ガ
ラ
ン
の
谷

へ
の
分
岐
を
少

し
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
懐
中
電
灯
を
つ

け
ま
し
た
か
ら
、
ふ
つ
う
だ
っ
た
ら
十

時
間
も
あ
れ
ば
十
分
で
し
ょ
う
。

小
倉
で
は
山
口
仙
十
郎
方
に
御
厄
介

に
な
り
ま
し
た
。
仙
十
郎
さ
ん
は
地
元

の
有
力
者
だ
そ
う
で
す
。
翌
日
は
群
馬

鉄
山
跡
ま
で
車
を
出
し
て
も
ら
い
、
そ

こ
か
ら
営
林
署
の
林
道
に
入
る
。
こ
れ

は
近
年
営
林
署
で
つ
く
っ
た
道
だ
そ
う

で
、
た
い
へ
ん
登
り
や
す
く
で
き
て
い

ま
す
。
秋
な
ど
は
黄
葉
紅
葉
で
、
そ
れ

は
美
し
い
か
ぎ
り
だ
と
い
う

こ
と

で

す
。
き
の
う
は
長
野
原
高
校
の
先
生
に

案
内
し
て
も
ら
っ
た
が
、
今
日
は
六
合

村
山
岳
会
の
か
た
に
案
内
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

大
池
は
幽
迭
な
池
で
す
。
こ
ん
な
大

き
な
池
が
五
万
分
ノ
一
地
図
に
も
あ
ら

わ
れ
ず
に
よ
こ
た
わ
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
ま
こ
と
不
思
議
と
い
う
他
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
あ
た
り
に
は
ツ
ツ
ジ

が
多
く
、
ワ
ラ
ビ
が
た
く
さ
ん
で
て
お

り
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
平
兵
衛
池
ま
で
の
道
は
刈

払
い
が
わ
る
く
笹
に
お
お
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
あ
い
に
く
平
兵
衛
池
で
も
天
気

が
わ
る
い
た
め
浅
間
山
を
見
渡
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
平
湿
池
に
下
っ
て
食
事
を
す
る
。

じ
つ
に
の
ん
び
り
し
た
と
こ
ろ
で
、
ミ

ズ
バ
シ
ョ
ウ
は
少
し
遅
か
っ
た
よ
う
で

す
。
カ
ラ
マ
ツ
林
を
と
お
し
て
白
根
山

が
よ
く
見
え
ま
し
た
。

横
笹
か
ら
は
草
津

へ
の
道
を
降
り
ま

し
た
が
、
こ
の
ご
ろ
は
人
通
り
も
あ
ま

り
多
く
な
い
と
見

え

て
態
笹
が
跳
梁

し
、
む
か
し
よ
り
も
時
間
が
余
計
に
か

か
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に

し
て
も
香
草
温
泉
が
、
ま
だ
あ
の
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
の
が
残
念
で
し
た
。

大
池
か
ら
の
コ
ー
ス
は
日
帰
り
で
も

結
構
で
す
。
高
崎
駅
前
の
一
番
に
の
れ

ば
、
太
子
駅
が
七
時
七
分
で
バ
ス
は
七

時
五
〇
分
ご
ろ
花
敷
に
つ
き
ま
す
。
そ

れ
か
ら
小
倉
を
経
て
小
倉
橋
か
ら
右
に

入
っ
て
群
馬
鉄
山
跡
が

一
〇
時
半
。
草

津

へ
は
四
時
か
五
時
に
は
つ
い
て
長
野

原
駅
前

一
八
時
三
十
八
分
の

「草
津
二

号
」
の
急
行
に
は
、
ら
く
ら
く
間
に
合

う
で
し
ょ
う
。
紅
葉
の
こ
ろ
の
日
帰
り

に
い
か
が
で
す
か
。
あ
な
た
な
ら
大
文

夫
で
す
。

＝
第
八
回
＝

登
山
技
術
講
習
会

の
お
知
ら
せ
＝
＝

指
導
委
員

会

毎
年
、
実
施
し
て
お
り
ま
す
登
山

技
術
講
習
会
も
回
を
重
ね
る
こ
と
八

回
、
今
年
度
も
五
月
下
旬
に
実
施
の

予
定
で
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
東
京

支
部
の
解
散
な
ど
が
あ
り
、
延
期
の

止
む
な
き
に
至
っ
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
此
れ
ま
で
の
実
績
か
ら
そ

の
意
義
が
認
め
ら
れ
、
本
年
か
ら
指

導
委
員
会
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今

回
は
特
に
こ
れ
か
ら
冬
山
を
本
格
的

に
や
っ
て
ゆ
こ
う
と
さ
れ
る
初
級
の

方
々
を
対
象
と
し
て
、
日
本
山
岳
会

ら
し
い
交
流
、
親
睦
を
尊
重
し
た
、

楽
し
い
講
習
会
に
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

男
性
、
女
性
を
と
わ
ず
振
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◇

「場
所
」

富
士
山
。

「期
日
」

昭
和
４２
年
１１
月
２３
日
―

２６

日

「講
習
内
容
」

冬
山
で
の
生
活
か
ら
登
山
技
術
の

基
礎
ま
で
。

「対
象
」

会
員
又
は
会
員
の
紹
介

者
で
冬
山
登
山
に
つ
い
て
の
基
本
を

研
修
し
よ
う
と
す
る
初
級
―
中
級
の

方
。「予

定
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
」

■
月
２３

日
東
京
出
発

（貸
切
バ
ス
）
富

士
五
合
ロ
キ
ャ
ン
プ
泊
。

２４
日
　
富
士
吉
田
口
側
五
合
―

七
合
付
近
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。

２５

日

　

　

　

〃

　

　

　

〃

２６
日
　
午
后
　
富
士
五
合
目
発

―
東
京
着
。

「講
師
」

山
崎
安
治
、金
坂

一
郎
、

村
木
潤
次
郎
他

「費
用
」

会
員
五
、
五
〇
〇
円
、

非
会
員
六
、
○
○
○
円

（
い
ず

れ
も
概
算
）

「申
込
方
法
」

本
会
ル
ー
ム
指
導

委
員
会
宛
連
絡
く
だ
さ
れ
ば
申

込
用
紙
を
送
り
ま
す
。

尚
、
貸
切
バ
ス
の
都
合
で
構
成
が

講
習
生
三
〇
名
、
講
師

一
〇
名
、
本

部
三
名
と
な
り
ま
す
の
で
、
先
着
順

三
〇
名
で
締
切
り
ま
す
。

（広
谷
）
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=ソ 連領パミール,天山初登頂史=
新尋j苦・ So Mo Savvon

訳者 田 村 俊 介

1966年 にモスクワで出版された「征服された峰々」副題「ソ連アルピニズム年鑑1964年-1966年 」に,ソ連領パミール,

天山に於て, 1928年 より1964年 までの間に行なわれた 6,500m以 上の山の初登頂及び初登攀 (バ リエーション・ルートか

らの)の年代記が発表された。この中から初登頂のものだけをとり出し,原文では山名別に各項目が羅列してあるのを次の

ように一表にまとめ上げてみた。(訳者)

山    名 高度(m) 年月日 山  域 ルー ト 所ヨ菫任巨彗 隊 名 隊    長 初 登 頂 者 備  考

1. Pik Lenina
(レ ーニン峰)

7,134 1928. 9。 25 PaFnlr
Zaalaisky
山脈

円 凹 刀ゝ
り

Krilen―
ko峠。東

V―一A ソ連科字
アカデミ
ー (ソ 連
ドイツ遠
征隊)

N.r.
N。

・
V.

V.R。

(」,orbunov
Krylenko
Rickmers

E.Allwein
Ko Wien
Eo Schnelder 人 3

2 チエコ
ル

1

の

onogarov隊 の
頂.)

悛 乞 栓
~に

2.Khan― ′
上
｀
engrl

(ハ ン・テン リ)

6,995 1931. 9.11 天山 .

Tengri一 Tag
山脈

国 四 群 国

より
V―一B ソ連科学

アカデミ
Ⅳl.′ 1｀。Pogre bet‐

sky
4ヽ.´上

｀
。Pogre bet

sky.F.Zaub―
erero B.Tyur―
tln

現在迄の記録 ;6隊一初登
「頁ルー トより登頂。 2隊一
他のルー トより登頂 .

3. Pik― _Komlnu‐

(コ ミュニズム峰〕

7,495 193:j. 9 Panllr
Akadenniy一
a Nauk山脈

東稜よりV一B ソ連科学
アカデミ
ー.タ ジ
ックーハ
ミール遠
征隊)

N.P.Gorbunov E.A. Abalak
イギ
1963
なヽい

あ ).

4. Pik :Dzerzin―
skobo
(ジ エルジィンス
キー峰)

6,719 1936. 8.11 Parrllr

Zaalaisky
山脈

Razdeel
Lnaya
峰を経て
お面より

Ⅳ―B ソ連陸軍 L.L.Barkhash じ.Beletsky
L.Fedorav

＼

:二遣hζ:11甜
yl

(コ ムソモール201

周年記念峰) |
|

|

|

b,930 1938。  9。 lC 天山
Kokshaalta・
u山脈

北面よりV一B 全ソ体育
スポーツ
委員会

A.A.Letaet L.Cutlnan
E.Ivanov
A,Sidorenko

登頂は税界のきかぬ中で行
なわれ,その時の高度計は
6,930mと 記録されていた。
そこで初登頂者はこれに標
記の名をつけたが,後にな
って実はこれがPik Pobe一
daの一突起である事が わ
かった。1943年 になってこ
の山塊が 7,439mの高度を
持つ天山の最高峰である事
がわかった。

6. Pik h4arksa
(マ ルクス峰)

6,726 946. 9. b Palnlr
Shakhdarin
sky 山月りR

Shaba一
ya峡谷
の北面か
ら,西稜
を経て

Ⅳ― B ソ

ス ― ツ

E. Abalakov
E.Beletsky

E.Abalakov
E.Beletsky
A.Bagrov
E.Ivanov
A.Sidorenko
P. SeFllenOV
A.Ugarov

南西パミールの最高峰であ
るこの山は,登頂される迄
7,000mぐ らいと推測され
ていた。現在迄の登頂数―
8回 .

7.Pik Garmo
(ガ ルモ峰)

6,595 1948, 8,30 Parnlr
Darazsky
山脈

V avilov

氷河より
V一 b 霊:ソ 4不 再

スポーツ

委員会 と
「ナウカ」

A.IM[ukhin A.Bagrov にの登攀で隊員 Io Miros_
A.Gttev  lhkinが 肺炎で死ぬ。
V.Gusev  l
I. Paibok   l
A.Ivanov  l
V. Ivanov   l
V.IM[ukhin l

8. Pik Korjene
bskoi
(コ ルジェネフス
カヤ峰)

7,10511953, 8,22 Paコ nir Ak一
|        lademiva Na―
|     luk山 脈の北

|     1西
支脈

KOr]en― |
3bskoi l

氷河より

|

V一A 全ソ労働
組合中央
会議  |

|

|

E.Beletsky   lA.∪ garov
Do Zatulo6sky lA.Gojev~       ~IB.Dmltrlev

lそ の他 5名

現在迄の登頂数 ;Z回

9.Pik Drujby
(ド ウルージバ峰)

6,800 1953, 9, 7 天山
N′任eri dional_
iny山脈

lL面から
縦走 Iny
lichek
えK,可 より

V――B ソ連陸軍 V.Patsek V.Nozdryukh‐
ino P. Karpov
V. Kovacev
E.IIagel

ソ連で最初の 6,000m峰の
縦走.

lo.Pik≪ 6500≫ 6,500 1953. 9. 7 Ⅳ― B
組合中央
会議

Eハ Kazakova Po Skoroboga_
jov.ヽ /。 R.4aslov
A. Vgarov

Pik Revolyutsy
偵察の時に登頂さ
隊長は女性.

のルー ト
れる。

11. rik士 くevoly一
utsy
(レ
ィヤ

ヴォリューチ
峰)

6,98′ / 1954, 8,1′ / Pamir
Yazgulems
ky 山月IR

じrumm
―Grjim―
Ailo本
河より北
東稜を経
て

全ソ労1剪

組合中央
会議

E。  1く azakova A. V garov
P. Andreev
A.Gojev
A. Kovyrkov
Eo Ryspaev
その伸 5名

12.Pik Engelisa
(エ ングルス峰)

6,510 1954.9 Palnir
Shakhdarin.
3ky山月IR

zarob,К
河より南
壁のクロ
アールよ
り

V一A グルンノ
山岳会

し,.t'lglneishvlll M.Gvarliahi
G.GuliBahi
K.Kuzlmln
A.Nemsit Sv
一erldze

198709-267
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山    名 高度(m 耳覇日 1山 域 ノレー ト 閑 華佳亡 隊 名 隊    長 初 登 頂 者

13. rik Oktyab‐
rlsky

(オ クチャーブ リ
スキ峰)

6,780 1955, る,lb Parnlr
Zulumart山
lサR

Oktyab―
risky,К
河から
Pik Ed一
instvaを

経て

lV一―b L. 」ieletsky
Ro Andreev
A.Ivanov
D.Klyshko
Mo Shilkin
A. Shkrabkin
Bo Shlyaptsev
fl11に 中国人 4名

こ6D笙1勇攀てF「lk Uktyabr―
iskyか ら Pik Leninaの
縦走を実行し,Pik Edin‐
stbaの 初登をも行う。

14. Pik<≪ 6848≫> 6,848 1955. 8.1

よ り

V一A 0。 Gigineishvi―
li

M. Gvarl Akhvledianiヤ ま
日.1958年 にンZ.Akhv 来

ni.L. ング ラー ド
トルド≫ が

の クラブ
P.6848-P.

縦走を行
lediani.I).
oladze.
D.
S.

I.

D.

Gugava
Gugava
Kakhiani

つ

ashvili.
M. Khrgiani

15. Pik Pobedy
(パベーダ||1筆 )

7,439 1956, 8,30 天山
Kokshaalt―
au山 脈

北稜よりV――B スノくルタ
クーカザ
ク山岳会

V. AbalakOv V.Oboladze
V. Abalakov
Yao Arkin
P. Bydanov
N.Gusak
K. Kletsko
Vo Kizeli
I.Leohov
S.Musaev
Yu.Tur
U.UsenOv
L.Fililnonov

現在迄の登頂数-4回,登 |

頂者数-25名。(3つのルー
トが開かれている)

16. Kyzyl― Agyn
(ク ズルーアギン)

6,678 1956, 8,30 Parnir
Zaalaisky
山脈

lL東稜よ
り

V―一A ウズベ ク
体育スボ
ーッ会議

V.Ratsek V.
E.

ElichbekOマ
Hagel

現在までの登頂数 3回 .

17.Pik 26 Koln― 6,834 1957. 8. 6 Palnlr
Yazgulerns
ky 山脈

nko,К 7可

より

V― B ブレベ ッ
ツニク

じ.Tamm E.

他
Tamm
7 名

1960年ブレベッツニク隊
(隊長 A.Miklevich)に
より第 2回 目の登頂

島
Pik Lening―

|

(レ ニングラード|
峰)     |

|

6,507 1957. 8.17 Pamlr
ピョー トル 1

世山脈

Pik lto一

izmaの
プラ トー
より

V一 B ブレベッ
ツニク

K.Ku71mln
K.Kuzlmln
E. IbanOv
他13名

Kuibysh―

Pl罵 0-頂上 .

員にくンニ

年〉のメダ
ン

19。  1互kく≪:6852ジ 》> 6,852 1958. 9. U Palnir
Zaalaisky
山脈

Saukda―
ra 氷河
から Pik
Lenina
を経て

V一 B ソ
隊

中合同 K、 。 ltuzilnin K.Kuzlmln
他ソ連人 3名
中国人 4名

20. Pik Akhrna_
ta Donisha

6.666 1959。  8.19 PaI11lr

Akaderniya
Nayk山 脈

Odinna.
dtsati沐
河より東
面から

V一B スノくルタ
ク

V.Abalakov √ヽ. Abalakov
Ya, Apkin
他 8名

1964年 に V.Voroninを
隊長とする≪Mekhnata≫
により再 トレース.

21. Pik Moskwa
(モ スクワ峰)

6,785 1959, 8,20 Pair
AレЯЯργnlvЯ _

南東稜よ
り

ブレベ ッ
ツニク

L. Antonovich
K.Kuzlmln

Io Vogachev
他 7名

Nauk山 脈
22. Pik Fikkera 6,718 1959。  9. 1 Palnlr

Yazglelnsky
山脈

sky氷河
より西稜
を経て

水河調査
隊.(ウ ズ
ベク共禾「
国科学ア
カ デ ミ
ー.)

V.Nozdryukhin Vo Nozdryuk―
hin. P.Lifan―
ov. N. Nazar―
ov.V. Rach―
kulik。

23. Pik Aleksa―
ndra Grina

6,525 1960. 8.16 Parnir
Yazglel■ sky
山脈

Fe dche_
nkO氷河
から,東
稜を経て

lⅣ
'―

一A ブレベ ッ
ツニク

Ve SInit V. SerebFya―
kov.0.Efim―
ob.R.Zatrug
inao M. Snli―
rnobo V. Sp―
assky.

Kuzhetsovを
るチェリヤビンス
ェトの≪ トル ウ
トレース。

24. Pik Pioner―
skol Pravdy
(ピ オネールスカ
ヤ・ プラウダ峰)

6,550 1961. 7.3C Pamlr
Akaperniya
Nauk山脈

上ivach一
ny氷河
を経て南
東稜より

V一A ブレベ ッ
ツニク

E.Tamm 0。 Bragin
A.Belopukhov
V.BojdukOv
他 3名

25。 Pik Tadjiki_
stan

6,565 1962. 8.28 Panllr
Shakhdarln.
sky山 脈

Dpidj.

水河を|
て東稜
り

経
よ

V一 B ブレベッ
ツニク・
ンニング
ラード 0

L.G.U.

A.Gpomov S. Savvon
K.Bykov
Yu.Zapichh一
yak。 他 3名

zb. rik lzvesty
(イ ズベスチャー

峰)

6,840 1964. 8.12 lJanll r

Akaderniya
Nauk山 脈

lJik Ord
ionikid2
e‐〈Pik I
lonersk
ol Prav
dy〉一くPi
k Uzbek
40周年>
を経て

V一 b メフナ ッ
ト

Voronin.
6名

ゥズ′くク 40,司■111挙(6,700
m)はこの時が初登

27. Pik Shater
(シ ャーテエル峰)

6,636 1964. 7.27 天山
Tengrl― Tag
山脈

Inylich.
ek 山十か
ら

V一B トルウ Bo Romanov Bo Efil■ov
L.Bakursky
也12名

28. :Pik′ i「oreza 6,726 1964. 7.2[ 天山
/ヽ1eridiona―
liny 山 脈

りInyli.
chek沐
河より

V――B トルウ B.Romanov B. Ronnanov
也7名

備  考

(5)"-237-―

組合翠撰
会議

L.beletsky
Ko Kuzlmln

ト
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海

口

◇

い
ま
バ
ン
フ
の
カ
ナ
ダ
山
岳
会
ク
ラ
ブ

ハ

ウ
ス
に
泊

っ
て
い
ま
す
。

七
月
四
日
バ
ン
ク
ー
バ
ー
ヘ
着
き
ま
し
た

が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
日
が
バ
ン
ク
ー
バ
ー
支

部
の
月
例
集
会
が
あ
る
と
い
う
の
で

∽
８
７

ｏ
Ｓ
ｔ

の

〓
】ｏｏ
ｒ
ｏ
性
①
の
案

内
で
参
加

し
て
み
ま
し
た
。
集
会
は
市
か
ら
三

・
四
十

分
ド
ラ
イ
ブ
の

ｒ
ｍ
Ｆ
Ｆ
ｏ
●
ｏｏ
「
”
井

と
い

う
森
林
の
は
ず
れ
、
海
に
臨
ん
だ

と

こ
ろ

で
、
ビ
ク
ニ
ッ
ク
の
形
で
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
老
人
、
老
婦
人
か
ら
青
年
や
若
い
娘
さ

ん
た
ち
五
十
人
ほ
ど
で
、
家
旅
同
伴
も
来
て

い
ま
し
た
。
泳
ぐ
も
の
あ
り
、
岩
壁
で
岩
登

り
を
楽
し
む
も
の
あ
り
、
み
ん
な
楽
し
そ
う

に
や

っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
そ
れ
に
ま
じ

っ
て
夕
七
時
ご
ろ

か
ら
十
時
ご
ろ
ま
で
美
し
い
夕
陽
を
浴
び
な

が
ら
楽
し
く
交
歓
し
ま
し
た
。
十
時
に
な

っ

て
よ
う
よ
う
日
が
暮
れ
る
の
に
は
驚
き
ま
し

た
。

タト

通

翌
日
は
桜
内
三
井
物
産
支
店
長
の
案
内
で

弓
Ｆ
①
”
８
く
Ｆ
８

社
を
訪

れ
、
編
集
長
の

刀
”
鮎
鮎
く
∽
ｒ
ｏ
Ｈ日
８
氏
に
会
い
ま
し
た
。
氏

の
こ
と
は
、
０
】ｏ
ａ

ダ
「“
戸
①
Ｌ
と
い
う
著

書
で
知

っ
て
い
ま
し
た
が
　
＾
、
彼
の
室
に
は
マ

ッ
キ
ン
レ
ー
な
ど
ア
ラ
ス
カ
の
山
の
写
真
が

飾

っ
て
あ
り
、
二
日
後
に
は
山
岳
会
の
建
国

百
年
祭
記
念
登
山
に
ア
ラ
ス
カ
国
境
の
ュ
ー

コ
ン
地
方
へ
出
か
け
る
と
い
っ
て

い
ま

し

た
。
今
度
の
登
山
で
は
無
名
の
未
踏
峯
登
攀

を
や

っ
て
、
そ
の
ピ
ー
ク

一
つ
一
つ
に
カ
ナ

ダ
各
州
の
名
を
つ
け
る
の
だ
そ
う
で
す
。

こ
こ
バ
ン
フ
の
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
ヘ
は
七
日

の
夕
方
着
き
ま
し
た
が
、
そ
の
立
派
な
の
に

驚
き
ま
し
た
。

ロ
ビ
ー

・
食
堂

・
図
書
室
な
ど
大
し
た
も

の
で
、
山
の
中
腹
に
あ
り
ま
す
が
、
森
林
の

中
に
は
キ
ャ
ビ
ン
が
た
く
さ
ん
建

っ
て

い

て
、
そ
こ
に
寝
泊
り
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ビ

ン
に
は
山
名
が
つ
い
て
い
て
、
私

た
ち

の

は
、
〓
一・
同
針
許
と
い
う
二
人
用
で
す
が
、

広
さ
が
十
八
畳
敷
ほ
ど
あ
り
、
ベ
ッ
ド
、
ガ

ス
ス
ト
ー
ブ
な
ど
完
備
し
て
い
て
快

的

で

す
。食

堂
や
ロ
ビ
ー
で
は
山
岳
会
員
の
人
達
と

歓
談
し
ま
す
が
、
皆
と
て
も
人
な
つ
か
し
げ

に
話
し
か
け
て
く
れ
ま
す
。
昨
日
夕
食
の
と

き
、
隣
の
席
に
坐

っ
た
の
が
前
山
岳
会
長
の

目
Ｆ
鮎
氏
夫
妻
で
昨
年
日
本
に
来
た
と
き
の

こ
と
な
ど
話
し
て
い
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
か
ら
来
て
い

る
人
も
あ

っ
て
家
族
同
伴
も
相
当
多
く
楽
し

そ
う
に
や

っ
て
い
ま
す
。

七
月
十

一
日
か
ら
い
よ
い
よ

〓
Ｆ
＞
∽∽７

５
】σ
Ｏ
】●
ｏ
　
の
）
∽
‘
”
げ
Ｃ
Ｈ∽”　
Ｆ
“
だ
ｏ　
Ｏ
●
【づ
り

へ
入
り
ま
す
。
約

一
週
間
滞
在

の
予

定

で

す
、
ま
た
お
便
り
い
た
し
ま
す
。

七
月
九
日

バ
ン
フ
Ａ
Ｃ
Ｃ
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
に
て

（
吉
沢

一
郎
宛
）◇

今
ご
ろ
東
京
は
お
暑
い
こ
と
と
想
像
し
て

い
ま
す
。
こ
ち
ら
で
は
日
中
二
十
五
度
位
に

昇
り
ま
す
が
、
朝
は
十
度
以
下
で
、
し
か
も

空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
の
で
大
変
楽
で
す
。

さ
て
、
七
月
十

一
日
か
ら
〓
ｒ
＞
ｏｏ”ユ
・

げ
ｏ
Ｆ
①
へ
行
き
五
日
間
滞
在
、
十
五
日
ま
た

こ
の
カ
ナ
ダ
山
岳
会
の
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
ヘ
引

き
か
え
し
て
き
ま
し
た
。
ω
”
ュ
ｈ
の
東
南
二

十
哩
ば
か
り
の
と
こ
ろ
に
あ
る

０
８
日
ｏ
お

と
い
う
田
舎
町
か
ら
荷
付
人
夫
の
ト
ラ
ッ
ク

で

一
時
間
半
、
車
道
の
終
り
で
馬
に
乗
り
か

え
十
四
哩
、
ア
ッ
シ
ニ
ボ
イ
ン
峠
を
越
え
て

∽
●
●
σ
員
の一
日ｔ井
０
０
”
ヨ
Ｕ

へ
着

き

ま
し

た
。ア

ッ
シ
ニ
ボ
イ
ン
を
中
心
と
す
る
岩
峰
に

か
こ
ま
れ
た
高
原
地
帯
で
、
草
原
あ
り
、
森

林
あ
り
、
湖
沼
あ
り
で
景
観
の
美
は
申
分
あ

り
ま
せ
ん
。
峠
を
下

っ
て
カ
ナ
ダ
の
マ
ッ
タ

ー
ホ
ル
ン
と
い
わ
れ
る
ア
ッ
シ
ニ
ボ
イ
ン
の

端
麗
な
姿
を
真
近
か
に
見
た
と
き
は
胸
を
打

た
れ
ま
し
た
。

毎
日
こ
の
高
原
地
帯
を
あ
ち
こ
ち
歩
き
ま

わ

っ
て
見
ま
し
た
が
、
残
雪
の
消
え
た
と
こ

ろ
に
は
ア
ネ
モ
ネ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
花
が
い

っ
ぱ
い
咲
い
て
、
文
字
通
り
足
の
踏
み
場
も

あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
は
例
年
よ
り
も
残
雪
が
多
い
と
か
で

ま
だ
登
頂
に
成
功
し
た
パ
ー
テ
ィ
は
な
い
そ

う
で
す
。

岐
阜
県
岳
連
の
パ
ー
テ
ィ
に
途
中
で
会
い

ま
し
た
が
、
登
頂
を
あ
き
ら
め
て

一
旦
下

山
、
八
月
に
ま
た
来
る
と
い
っ
て
下

っ
て
行

き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
ア
ッ
シ
ニ
ボ
イ
ン
の
隣

り

の

で
Ｆ
。
マ
Ｆ
ｍ
ｏ
ｍ
と

で
Ｆ
ｅ
目
′ｏ
ｌ
”
Ｏ
①
●
の
闇
【

に
か
か

っ
て
い
る
氷
河
を
登

っ
て
コ
ル
ま
で

行

っ
て
み
ま
し
た
。
か
な
り
急
な
登
り
で
し

た
が
雪
が
柔
か
く
て
苦
労
し
な
く
て
す
み
ま

し
た
。

こ
の
辺
り
私
た
ち
の
泊

っ
た

∽
“
●
σ
罠
∽い

Ｆ
洋
ｏ
Ｏ
”
日
り
か
ら
三
哩
ほ
ど
離
れ
て
山
岳

会
の
無
人
キ
ャ
ビ
ン
も
あ
り
ま
す
が
樹
林
の

中
に
ひ
っ
そ
り
と
建

っ
て
い
て
好
ま
し
い
感

じ
で
す
。
と
こ
ろ
が

こ

の
近

く

〓
”
ｍ
ｏ
ｍ

ｒ
洋
①
湖
畔
の
草
原
台
地
に
は
カ
ナ
ダ
太
平

洋
鉄
道
が
建
て
た
キ
ャ
ビ
ン
が
幾
つ
も
建

っ

て
い
て
、
折
角
の
風
景
を
ぶ

っ
壊
し
て
い
ま

す
。
観
光
に
名
を
借
り
て
風
景
破
壊
を
や

っ

て
い
る
業
者
の
無
定
見
は
い
ず
こ
も
同
じ
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
こ
こ
に
来
て
い
る
の
は
せ

い
ぜ
い
十
数
名
ぐ
ら
い
で
す
が
、
み
な
釣
り

が
目
的
の
よ
う
で
五
〇
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
マ

ス
を
釣
り
あ
げ
て
い
ま
す
。
登
攀
目
的
ら
し

い
の
に
は
ガ
イ
ド
を
つ
れ
た
四
人
組
に
会

っ

た
だ
け
で
す
。

い
ま
山
岳
会
の
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
に
帰

っ
て

き
て
い
ま
す
が
、
三
階
の
図
書
室
に
は
歴
代

の
会
長
の
写
真
が
飾

っ
て
あ
り
、
ウ
イ
ン
パ

ー
が
ロ
ッ
キ
ー
遠
征
に
使

っ
た
ピ

ッ
ケ

ル

や
、　
一
九
〇
九
年

〓
一・
”
ｏ
σ
∽ｏ
●
に
初
登

攀
し
た

「
〓
〓
ぼ
り
が
使

っ
た
杖
な
ど
い
ろ

い
ろ
記
念
す
べ
き
も
の
も
飾

っ
て
あ

り

ま

す
。明

日
か
ら

Ｆ
洋
①
ｒ
ｏ
〓
ｏｏ
●
〓
ｏ
Ｅ
Ｆ
ｏ

ｒ
”Ｆ
①
い
『
”
∽Ｏ
①
Ｆ

〓
ｒ
”
ｏ
げ
ｏｏ
●

へ
向
か

っ
て
出
か
け
る
つ
も
り
で
す
。

七
月
十
八
日

バ
ン
フ
の
山
岳
会
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
に
て

（
吉
沢

一
郎
宛
）◇

そ

の
後
、

Ｐ
難
ｏ
ｒ
ｏ
〓
ｏｐ

〓
ｏ
Ｓ
Ｆ
①

ｒ
洋
①
を
廻
り
、
只
今

〓
け。
”
ｏ
Ｆ
ｏ
●
の

国
ｏ
お

ｒ
難
ｏ
Ｏ
Ｆ
Ｆ

に
来

て
い
ま
す
。

ル
イ
ズ
湖
と
モ
レ
ー
ン
湖
で
は
雨
の
た
め
山

登
り
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、　
一
日
晴
れ

間

を
見

て

”
鶴
ｏ
Ｆ
く
”
〓
①
く
か

ら

〓
一・

↓
①
ヨ
Ｌ
①
の

∽
①
ユ
Ｆ
①
【
「
”
∽り
ま
で
登

っ

て
み
ま
し
た
。
真
近
か
に
↓
①
ｏ
「
８
Ｆ
∽
が

連
ら
な
っ
て
い
て
、
お
花
畑
か
ら
の
す
ば
ら

し
い
眺
め
に
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

こ
こ
バ
ー
グ
湖
小
屋
へ
来
て
か
ら

一
週
間

に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
小
屋
は

一
九
二
四
年

に
で
き
た
も
の
で
、
そ
の
初
年
の
七
月
二
六

日
に
は
、
ロ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
も
泊

っ
て
い
ま

す
。　
一
五
人
ぐ
ら
い
泊
れ
る
小
屋
で
す
が
、

こ
の

一
週
間
毎
日
入
人
ぐ
ら
い
入
れ
か
わ
り

泊

っ
て
い
ま
す
。
殆
ん
ど
が
ア

メ
リ

カ
人

で
、
今
日
は
娘
を
つ
れ
て
ロ
ン
ド
ン
か
ら
来

た
と
い
う
夫
妻
と
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
来

た
婦
人
も

一
人
い
ま
す
。
ど
れ
も
休
暇
を
利

用
し
て
の
ハ
イ
キ
ン
グ
と
い
っ
た

と

こ
ろ

で
、
馬
に
乗

っ
て
あ
ち
こ
ち
歩
き
ま
わ

っ
て

い
ま
す
。
ク
ラ
イ
マ
ー
は
二
、
三
、
近
く
で

キ
ャ
ン
プ
し
て
い
る
の
を
見
か

け

ま

し
た

が
、
ご
く
僅
か
の
よ
う
で
す
。

私
達
は
小
屋
の
背
後
の
無
名
峰
に
登

っ
た

り
、
大
き
な
ロ
ブ
ソ
ン
氷
河
を
登

っ
た
り
し

て
み
ま
し
た
が
、
さ
す
が
に
ロ
ブ
ソ
ン
は
カ

ネ
デ
ィ
ア
ン
・
ロ
ッ
キ
ー
の
最
高
峰
だ
け
あ

っ
て
、
ど
こ
か
ら
眺
め
て
も
貫
録
十
分
と
い

っ
た
感
じ
で
、
ア
ッ
シ
ニ
ボ
イ
ン
が
女
王
な

ら
、
こ
れ
は
キ
ン
グ
と
い
っ
た
ら
よ
い
で
し

ょ
う
か
。

そ
の
主
峰
の
間
近
か
に

”
８
品
目
Ｌ

と

い
う
岩
峰
が
あ

っ
て
、
バ
ー
グ
湖
を
隔
て
て

す
ば
ら
し
い
一
二
〇
〇

ｍ
の
岩
壁
を
見
せ
て

い
ま
す
。
私
達
は
昨
日
こ
れ
に
登

っ
て
み
ま

し
た
が
、
久
振
り
に
岩
の
感
触
に
酔
う
思
い

が
し
ま
し
た
。
こ
の
ピ
ー
ク
ヘ
の
ル
ー
ト
と

し
て
↓
ｒ
ｏ
【Ｆ
ｍ
一ｏ
”
の
０
〓
ヨ
σ
ｏ
あ
、
Ｏ
Ｌ
・

鮎
①

一
〇

一
Ｆ
〇

一刀
０
０
Ｆ
く

ノ
ヽ
Ｏ
Ｃ
●
い
”
”
●

０
喘
０
●
‐

日
鮎
Ｐ

８
８

年
版
に
は
、
三
つ
の
記
録
を

紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
私
達
は
そ
れ
と
異
な

る
、
バ
ー
グ
湖
に
面
し
た
西
面
を
登
っ
て
み

ま
し
た
。
ロ
ブ
ソ
ン
山
塊
の
中
で
特
に
目
立

つ
特
異
な
姿
を
み
せ
て
い
る
こ
の
岩
峰
に
登

頂
し
た
喜
び
を
最
後
に
、
い
よ
い
よ
明
日
は

山
を
下
り
、　
一
ヵ
月
に
わ
た
っ
た
ロ
ッ
キ
ー

の
山
旅
に
別
れ
を
告
げ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

な
お
、
岐
阜
県
岳
連
の
男
三
人
、
女
性
三

人
の
パ
ー
テ
ィ
が
一
八
日
か
ら

パ
】ヨ
ｏく

Ｆ
Ｆ
ｏ
に
ベ
ー
ス
ｏ
キ
ャ
ン
プ
を
設
け
て
、

ロ
ブ
ソ
ン
南
面
に
挑
ん
で
い
る
の
に
会
い
ま

し
た
が
、
つ
い
に
七
月

二
九
日
、
口
”
〒

「
‘
Ｆ
お
【
く
鶴
ご
〓
ｏ
●
８
〓
①
の
登
攀
に
成

功
し
た
そ
う
で
す
。

八
月
二
日
　
マ
ウ
ン
ト
・
ロ
ブ
ソ
ン
の

バ
ー
グ
湖
小
屋
に
て
、

（吉
沢
一
郎
宛
）
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◇
国
際
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
集
会

を
前
に
し
て
◇

前
略
、
七
月
九
日
、
今
日
、
伊
藤
と
二
人

で
シ
ャ
モ
ニ
ー
に
入
り
ま
し
た
。

モ
ン
ブ
ラ
ン
一
帯
は
真
白
に
、
そ
の
中
に

槍

・
針
の
よ
う
に
つ
き
で
て
い
る
ェ
ギ

ュ
ー

ル
ド
ー

ミ
デ
ィ
ー
ド
ル
ニ
・
グ
レ
ポ
ン
、
シ

ャ
モ
ニ
ー
の
谷
に
黒
く
舌
を
延
ば
し
て
い
る

ボ
ッ
ソ
ン
グ
レ
イ
シ
ヤ
ー
、
何
時
見
て
も
圧

倒
さ
れ
ま
す
。
（注

・
山
名
原
文
通
り
）

学
校
の
入
校
が
七
月
十
日

（明
日
）
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
日
は
賑
う
バ
カ

ン
ス
客
の
中
で
、
ホ
テ
ル
泊
り

し

て
お
り

ま
す
。

伊
藤
も
快
調
、
長
い
旅
の
疲

れ

も
見

せ

ず
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
き
ら
う
こ
と
な
く
何

ん
で
も
喰
べ
て
ま
す
。
小
生
の
方
も
、
い
う

ま
で
も
な
く
調
子
上
々
で
す
。
私
達
の
装
備

の
方
は
全
部
最
后
の
点
検
も
終
え
、
必
要
な

も
の
は
み
な
用
意
出
来
ま
し
た
。

明
日
、
月
曜
日
に
は
ガ
ス
ト
ン
ｏ
レ
ビ

ユ

フ
ア
の
宅
へ
挨
拶
に
ゆ
き
た
い
と
思

っ
て
お

り
ま
す
。

今
年
の
雪
の
状
態
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
登

っ
て
見
な
い
と
分
り
ま
せ
ん
が
、
ガ
イ
ド
達

の
話
で
は
、
例
年
な
み
、
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
昨
日
、　
一
昨
日
と
モ
リ
ジ
ン
ヌ
で
雨
に

会
い
ま
し
た
が
、
こ
の
モ
ン
ブ
ラ
ン
周
辺
で

は
、
三
四
〇
〇
―
五
〇
〇
米
か
ら
上
で
は
岩

の
針
峯
の
上
に
も
真
白
く
新
雪
を
か
ぶ
っ
て

お
り
ま
す
。

私
達
は
こ
の
集
会
の
期
間
中
に
、
い
ろ
い

ろ
検
討
し
て
四
つ
の
コ
ー
ス
を
決
め
ま
し
た

第

一
回
日
、
「
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
縦
走
」
（
一

般
ル
ー
ト
）―
ボ
ッ
ソ
ン
氷
河
か
ら
モ

ン
ブ

ラ
ン
を
経
て
エ
ギ

ュ
ー
ド

●
ミ
デ

ィ
に
下

る
。
ニ
ー
三
日
。

第
二
回
目

「
エ
ギ
ー
ル
ド

・
ベ
ル
ト
の
登

攀
」
（
一
般
ル
ー
ト
）
四
―
五
級
。

ク
ー
ベ
ル
ク
ル
小
屋
の
あ
る
メ
ー
ル
・
ド

・

グ
レ
イ
シ
ヤ
ー
側
か
ら
。
三
―
四
日
。

第
二
回
目

「グ
レ
ポ
ン
の
登
攀
」
（
一
般

ル
ー
ト
）
。　
一
日

第
四
回
日
、
「ダ
ン
・
ド

ｏ
ジ
ャ
イ

ア

ン

ト
の
登
攀
」
（
一
般
ル
ー
ト
）
。　
一
―
二
日
。

天
候
の
関
係
で
、
こ
れ
だ
け

一
様
机
上
プ

ラ
ン
と
し
て
や
る
こ
と
に
決
め
て
お
り
ま
す

が
、
小
生
ら
は
出
来
れ
ば
、
グ
ラ
ン
ド

・
ジ

ョ
ラ
ス
の
下
の
方
に
偵
察
に
出
て
み
た
い
と

思

っ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
よ
り
広

く
歩
き
廻

っ
て
、
山
を
見
た
い
こ
と
で
す
。

明
日
か
ら
学
校
が
私
達
の
宿
に
な

り

ま
す

が
、
登
山
に
は
、
本
当
に
慎
重
に
や

っ
て
ゆ

き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

で
は
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
皆
様
、
山
岳
部
、
Ｏ
Ｂ
の

皆
様
に
宜
し
く
。　
　
　
　
　
植
村
直
己

（大
塚
博
美
宛
）

◇
ポ
リ
ビ
ア
婦
人
親
善
隊
◇

今
年
の
日
本
の
梅
雨
は
雨
の
な
い
毎
日
だ

っ
た
と
か
、
そ
れ
に
ひ
き
か
え
ボ
リ
ビ
ア
で

は
、
曇
天
の
日
々
が
多
く
、
雨
や
雪
に
あ
う

こ
と
度
々
で
、
話
に
き
い
て
い
た
様
子
と
は

随
分
ち
が

っ
て
い
る
の
で
、
少
し
と
ま
ど

っ

て
い
ま
す
。

高
度
順
化
の
た
め
登
山
し
た
山
々
は
、
軍

事
用
の
新
し
い
地
図
に
よ
り
ま
す
と
、
ラ
ウ

ラ
ニ
と
い
う
名
称
で
は
な
く
。
ア
イ
マ
ラ
語

の
名
が
別
に
冠
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。　
コ
ル
デ

ィ
エ
ラ

ｏ
ン
ア
ル
は
大
き
な
山
脈
で
、
ま
だ

そ
の
名
さ
え
も
瞭

っ
き
り
し
な
い
山
々
が
沢

山
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
目
的
の
山
、
ワ
イ
ナ
ポ
ト
シ

（
カ
カ

ア
カ
）
に
は
七
月

一
日
か
ら
入
山
し
、
四
九

二
〇

ｍ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
ベ
ー
ス
を
張
り
ま

し
た
。
ボ
ッ
カ
カ
の
な
い
私
達
の
事
で
す
の

で
、
ビ
バ
ー
ク
を
覚
悟
で
三
日
頂
上
を
め
ざ

し
出
発
し
ま
し
た
。

五
七
〇
〇
ｍ
ほ
ど
の
と

こ
ろ

で
ビ
バ
ー

ク
、
四
日
二
時
二
五
分
登
頂
、
五
五
〇
Ｏ

ｍ

ほ
ど
で
ビ
バ
ー
ク
、
五
日
下
山
し
ま
し
た
。

今
、
イ
タ
リ
ア
隊
が
、
フ
イ
ナ
ポ
ト
シ
に

登
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
　
　
関
田
美
智
子

（吉
沢
宛
）

》

ス
ピ

ッ
ツ

ベ
ル
ゲ
ン
よ
り

《

前
略
、
再
び
北
の
涯
に
や
っ
て
来
ま
し

た
。
ス
ピ
ッ
ツ
ベ
ル
ゲ
ン
は
こ
の
絵
は
が
き

の
よ
う
に
中
々
美
し
い
所
で
す
。
今
年
の
夏

は
２０
隊
も
の
隊
が
、
こ
の
島
の
各
地
で
山
登

り
と
動
物
の
観
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。
グ
リ

ー
ン
ラ
ン
ド
よ
り
は
、　
一
ま
わ
リ
ス
ケ
ー
ル

が
小
さ
い
で
す
が
、
北
緯
Ｔ
の
風
は
可
成
り

き
び
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
未
踏
峰
は
教

え
る
程
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
若
い
人
達
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
は
最
適
の
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
氷
河
の
ク
ン
バ
ス
も
ず
っ
と
小
さ
い

よ
う
で
す
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
が
四
年
も

連
続
し
て
こ
の
島
に
入
っ
て
い
ま
す
。

（七
月
二
十
一
日
付
、ス
ピ
ッ
ツ
ベ
ル
ゲ
ン
の

マ
グ
ダ
ン
ナ
湾
（〓
”
”
鮎
”
一①
●
げ
”く
）
に
て
）

（松
田
雄

一
宛
）　
　
　
　
五
月
女
次
男

◇
ア
ダ
ム
ス

・
カ
ー
タ
ー
よ
り
◇

日
付
は
な
い
が
、
リ
マ
の
カ
ラ
バ
ヤ
局
で

の
消
印
は
七
月

一
八
日
と
な

っ
て
い
る
便
り

が
来
た
。
表
は
上
掲
の
写
真
で
あ
る
。

″
吉
沢
さ
ん
、
わ
れ
わ
れ
は
七
月
四
日
に

こ
の
カ
シ
ャ
ン
西
峰

（
ｏ
”
∽Ｆ
●
０
８
Ｆ

いヽ
ｏ
ド
日
）
に
初
登
頂
し
ま
し
た
。
本
当
に
難

し
い
山
で
し
た
。
こ
ん
な
山
で
も
固
定
綱
を

一
五
〇
Ｏ
ｍ
も
使
い
ま
し
た
。
登

っ
た
の
は

私
の
息
子
の
ラ
リ
ー
（
Ｆ
“
１
し
、
そ
れ
に
ア

ン
ダ
ー
ソ
ン
（
∪
０
”
＞
●
鮎
①
お
８

）
と
ミ
ラ

ー
（
『”
ｏ
Ｆ
〓
〓
①
じ
の
三
人
で
し
た
。

そ
の
後
わ
れ
わ
れ
全
員
で
ワ
マ
シ
ュ
ラ
フ

（〓
ロ
ロ
”
ｏギ
”
〓
）
を
登
り
、
ヤ
ナ
マ
レ
イ

（く
彗
”
Ｂ
”
お
く
。
いＮ
ｏ∞
ヨ
）
の
初
登
攀
を
し

ま
し
た
。
こ
れ
も
小
さ
い
が
相
当
手
こ
ず
り

ま
し
た
。
御
気
嫌
よ
う
。

（Ｈ

・
Ａ

・
Ｃ
）

（注

・
二
六
四
号

一
六
頁
下
段
参
照
）

『主
な
海
外
登
山
』Ｉ
Ⅵ

Ｉ

一
九
六
七
年
―

Ｖ
〓
〓
鮎
・
パ
５
ｒ
同
ｘ
づ
①
針
Ｌ
ｏ
・
り∧

ヒ
ン
ズ
ー
・
ク
シ
ユ
ヘ
の
遠
征
隊
に
つ
い

て
は
、
「山
」
に
左
記
の
通
り
発
表
し
て
あ

る
が
、
広
島
大
学
の
船
橋
明
男
氏
か
ら
の
現

地
報
告
の
分
を
加
え
る
と
、
私
に
瞭
っ
き
り

し
て
い
な
い
も
の
が
、
六
隊
も
あ
る
。
詳
細

に
つ
い
て
御
存
知
の
方
は
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
宛
御
知

ら
せ
願
え
る
と
有
難
い
。

尚
、
東
大
隊
は
滞
在
ビ
ザ
が
も
ら
え
な
い

た
め
、
カ
ブ
ー
ル
で
毎
日
交
渉
し
て
い
る
と

の
こ
と
。

既
報
の
隊

（数
字
は

「山
」
の
号
数
）

千
葉
岳
連
隊
　
（滅
じ

広
島

大
隊

（ＮＳ

中
央

大
隊

（
ヽ
）

一
橋
大
隊

（Ｎ３

東
京
農
大
隊

（
ヽ
）

山

口
大
隊

（
ミ
）

Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ⅱ
隊
　
（
ヽ
）

詳
細
不
明
隊

東
海
大
学
、
東
洋
大
学
、
新
潟
大
、
大

阪
府
立
大
、
東
京
大
学
、
都
立
大
、

◇
マ
イ
ク

・
バ
ン
ク
ス
記
念
写
真
◇

前
号
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
で
こ
こ
に

掲
載
。
撮
影
者
は
村
田
氏

（防
衛
大
）。

Ｊ
Ａ
Ｃ
の
会
員
二
名
隊
。

―
―
計
１４
隊
―
―

尚
、
京
都
の
教
育
大
隊
が
ス
ワ
ー
ト
の
一

部
を
探
っ
た
こ
と
を
耳
に
し
た
が
、
詳
細
未

詳
、
阿
部
恒
夫
氏
か
ら
の
通
知
を
待
っ
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（吉
沢
）

上は北尾根 OM.Banksと大須賀氏。

右は上高地・上記両氏 と夫人。
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ネ
バ
ド

ｏ
ヒ
リ
ン
ャ
ン
カ
主
峰

（ｏ
に
ｏ
日
）

′

＞

　

　

　

　

自

稜

会

日一轟一　　　　０●■，●“ｏＯｏＦｐ・が
っの

コ

ｕ
　

七
月
三
日
付
の
便
り
届
き
ま

”
ｕａｖｈ̈　しは燎れ摯一一い・ばヽ
チキ

”
二
叫
　
舞
レ
無
］
剌
「
へ
無
事
帰
着

＝
＝
＝
＝
‐―
　
　
カ
ル
フ
コ
チ
ャ
に
Ｂ

ｏ
Ｃ

Ｉ
を
張

っ
て
か
ら
は
天
候
の
悪

い
日
が
多

く
、
あ
ま
り
成
果
は
あ
が
り
ま

せ

ん
で

し

た
。卿

いｏ
∽
ｏ
ュ
ヽ
の
Ｂ
Ｃ
を
撤
収

す

る
日
、

「
０
●
●
●
か
ら
来
た
ア
リ
エ
ロ
か
ら
農
工
大
の

パ
ー
テ
ィ
は
六
月
二
六
日

に

〓
〓
●
８
ｏ
ぎ

に
入

っ
た
旨
聞
き
、
ヒ

，
シ
ャ
ン
カ
ヘ
の
Ｂ

Ｃ
は
ミ
ツ
コ
チ
ャ
の
方
が
良
い
こ
と
は
判

っ

て
い
た
の
で
す
が
、
も
ろ
に
か
ち
合
う
の
は

よ
く
な
い
と
考
え
、
カ
ル
ワ
コ
チ
ャ
に
入
り

ま
し
た
。

七
月
四
日
に
ヒ
リ
シ
ヤ
ン
カ
の
偵
察
を
兼

ね
て
、
ミ
ツ
コ
チ
ャ
ヘ
パ
ー
テ
ィ
を
出
し
た

と
こ
ろ
、
農
工
大
パ
ー
テ
ィ
は
相
当
に
大
が

か
り
ら
し
く
、
登
れ
る
ま
で
ね
ば
る
覚
悟
で

殆
ん
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
勤
務
先
を
や
め
て
き

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
日

本
隊
同
志
で
張
合
う
の
も
つ
ま
ら
ぬ
話
で
す

し
、
山
容
そ
の
他
か
ら
、
我
々
の
日
数

・
技

術
で
は
可
能
性
は
薄
い
と
判
断
し
、
日
標
を

変
更
し
ま
し
た
。

主
目
標
を

同
一
↓
ｏ
８
（
Φ
馬
Ｆ
日
）
と
し
七

月
五
日
に
偵
察

く
ｏ
ご
ｏ

，
，

氷
河
か
ら
く

，

ご
り

，
』”
〇
樹
●
鮎
の
と
の
コ
ル
に
出
て
登

る

の
が
最
適
と
判
断
し
、
七
月
六
日
に
水
河
末

端
の
四
七
〇
〇
ｍ
附
近
に
Ａ
Ｃ
を
建
設

（
Ｂ

Ｃ
は
約
四

一
〇
〇
ｍ
）
。

氷
河
は
非
常
に
荒
れ
て
い
て
氷
河
の
中
に

天
幕
を
張
る
の
は
危
険
な
状
態

で

し

た

の

で
、
Ａ
Ｃ
か
ら

一
気
に
ラ
ッ
シ
ュ
す
る
計
画

で
七
月
七
日
―

一
一
日
の
五
日
間
を
か
け
て

氷
河
の
中
の
ル
ー
ト
エ
作
を
行
な
い
、
コ
ル

直
下
の
水
河
最
上
端
約
五
二
〇
〇
ｍ
附
近
ま

で
工
作
を
終

っ
た
と
こ
ろ
で

一
二
日
に
ラ
ッ

シ
ュ
ア
タ
ッ
ク
を
か
け
、　
一
回
ビ
バ
ー
ク
を

重
ね
て

一
四
日
朝
に
本
田

・
秋
野
が
登
頂
に

成
功
し
ま
し
た
。
昨
年
登
頂
し
た
パ
ー
テ
ィ

が
な
け
れ
ば
、　
一
九
五
七
年
の
オ
ー
ス
ト
リ

ア
隊
に
続
く
第
二
登
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

技
術
的
に
は
、
さ
ほ
ど
困
難
な
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
常
時
ブ
ロ
ッ
ク
の

崩
壊
す
る
水
河
に
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
の
に

神
経
を
使
い
ま
し
た
。

幸
い
ル
ー
ト
フ
ア
ィ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
良
か

っ
た
の
か
、
こ
の
八
日
間
に
ル
ー
ト
を
切
断

さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

固
定
綱
は

一
部
標
識
的
な
意
味
の
も
の
も

あ
り
ま
し
た
が
、
氷
河
中
に

一
一
〇
〇
ｍ
を

使
用
し
撤
収
し
た
の
は
約
半
分
で
す
。

こ
の
他
、
七
月
五
―
六
日

は
本

田

・
官

田
。
七
日
に
新
井

・
秋
野

・
官
田
の
パ
ー
テ

ィ
が
、
い
ず
れ
も
ヒ
リ

シ

ャ
ン
カ

ｏ
チ
コ

（
五
四
六
七
ｍ
）
を
ア
タ
ッ
ク
し
、
五
二
〇

〇
―
五
三
〇
〇
ｍ
の
地
点
ま
で
蓬
し
ま
し
た

が
、
両
パ
ー
テ
ィ
と
も
敗
退
し
ま
し
た
。

ヒ
リ
シ
ャ
ン
カ

・
チ
コ
の
可
能
性
あ
る
ル

ー
ト
は

０
鶴
Ｆ
８
８
の
ァ
”
と
反
対
側
に
あ

り
、
ア
プ
ロ
ー
チ
が
遠
い
た
め
、
い
ず
れ
も

ビ
バ
ー
ク
し
て
粘

っ
た
の
で
す
が
、
最
後
の

部
分
は
脆
い
岩
の
登
攀
と
な
り
、
前
者
の
場

合
は
北
稜
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
す
が
、

天
候
不
良
で
全
く
視
界
が
き
か
ぬ
た
め
引
返

し
、
後
者
の
場
合
は
東
稜
の
初
登
の
際
の
ル

ー
ト
で
す
が
、
記
録
に
あ
る
南
面
へ
の
ト
ラ

バ
ー
ス
が
出
来
ず
、
東
面
の
真
上
は
か
な
り

危
険
な
状
態
だ

っ
た
の
で
引
返
し
ま
し
た
。

其
他
は

口

弓
ｏ
８

へ
の
Ａ
Ｃ
撤
収

前

に
、
七
月
六
日
　
Ａ
Ｃ
か
ら
市
川

ｏ
本
田
及

び

「
ｏ
謀
ａ
ｏ
『
の
セ
ロ
ヒ
コ
・
カ
コ
ー
ペ
の

三
人
で
く
ｏ
ご
ｏ
”
』”
の
前
山
と
も
云
う
べ
さ

∽
”
ュ
”
卿
ｏ
∽”
（ぃ
ｏ∞
ぃ
日
）
に
登
り
ま
し
た
。

モ
ラ
ン
ス
の
リ
ス
ト
に
よ
れ
ば
未
登
と
の
こ

と
だ

っ
た
の
で
す
が
別
段
ど
う
と
い
う
こ
と

の
な
い
岩
山
な
の
で
、
ど
ん
な
も
の
で
し
ょ

う
か
。
た
だ
我
々
は
降
雪
の
直
後
に
雪
を
利

用
し
て
登
り
ま
し
た
が
、
普
段
は
ボ
ロ
ボ
ロ

の
岩
な
の
で
見
向
き
も
さ
れ
な
い
と
い
う
の

が
本
当
の
と
こ
ろ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
山
へ
登

っ
た
収
獲
は
、
∽
ど
Ｆ
Ｏ
Ｓ
‥

“
鮎
①
へ
の
ル
ー
ト
偵
察
が
出
来
た
こ
と
で
、

我
々
の

口

弓
Ｒ
ｏ
へ
の
水
河
よ
り
も
は
る

か
に
楽
に
、
く
の
ご
り
と

，
―
∽
〓
ご
の
コ
ル
ヘ

出
る
こ
と
が
出
来
、
し
か
も
こ
の
コ
ル

（
五

七
〇
〇
ｍ
）
あ
た
り
に
Ａ
Ｃ
を
出
す
こ
と
が

可
能
と
見
ま
し
た
。
そ
う
す
れ
ば
、
残
り
の

約
六
〇
〇
ｍ
は
か
な
り
の
や
せ
尾
根
で
す
が

な
ん
と
か
な
り
そ
う
で
す
。
こ
の
こ
と
に
も

う
少
し
早
く
気
が
つ
け
ば
、
そ
し
て
も
う
少

し
日
数
が
あ
れ
ば
∽
ど
ご
も
登
れ
た
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
我
々
は
現
に
ド
イ
ツ
隊
の
ビ
バ

ー
ク
跡
も
見
つ
け
ま
し
た
。

今
日
は
日
曜
で
す
の
で
、
午
後
よ
り
荷
の

整
理
を
行
う
予
定
で
す
が
、
以
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
、　
一
切
荷
の
返
送
の
た
め
の
手
続

き
及
び
飛
行
機
の
予
約
の
都
合
次
第
と
な
り

ま
す
の
で
、
現
時
点
で
は
何
と
も
云
え
ま
せ

ん
。
山
へ
の
出
発
が
遅
れ
ま
し
た
の
で
帰
国

も
若
千
遅
れ
る
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
特
に
今
週
末
の
金
曜

（
七
月
二
八
日
）

は
ペ
ル
ー
の
独
立
記
念
日
で
、
金
、
土
、
日

と
三
日
連
体
に
な
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
の
手

続
が
ス
ム
ー
ス
に
行
か
ぬ
と
思
い
ま
す
。

又
、
こ
こ
ま
で
来
て
ク
ス
コ
あ
た
り
を
見

ず
に
帰
る
と
い
う
の
も
ば
か
ら
し
い
話
で
す

し
、
帰
国
日
に
関
し
て
は
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
決

定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ふ
と
こ
ろ
の
も
の
と
の

相
談
の
上
で
す
が
、
現
在
の
処
、
ほ
ぼ
予
定

通
り
の
線
で
す
の
で
大
き
な
不
足
を
生
ず
る

こ
と
は
な
い
筈
で
す
。

い
ず
れ
又
お
便
り
し
ま
す
。
皆
さ
ん
に
宜

敷
く
。Ｎ∞

鮎
ｏ
甘
〓
ｏ
ｖｏヽ
　
　
市
川
　
正

追
伸

書
き
も
ら
し
ま
し
た
が
全
員
非
常
に
元
気

で
す
。
高
山
病
は
前
半
で
皆
卒
業
し
ま
し
た

の
で
、
殆
ん
ど
薬
の
厄
介
に
は
な
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

も
っ
ぱ
ら
薬
は
現
地
人
へ
の
供
与
の
み
に

終
っ
て
お
り
ま
す
。

◇
徳

積

島

便

り
◇

∽
８
Ｌ

か
ら
汽
車
で
一
時
間
。
仁
川
か
ら

船
で
四
時
間
の
と
こ
ろ
に
、
徳
積
島
が
あ
り

ま
す
。
美
し
い
島
で
す
。
人
口
は
八
千
人
と

も
一
万
人
と
も
い
い
ま
す
。
最
高
峰
は
僅
か

三
百
米
ほ
ど
の
も
の
で
す
が
、
も
ろ
い
岩
壁

に
は
、
ト
ラ
ジ
の
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

今
度
の
旅
は
、
高
嶺
山
岳
会
の
キ
ャ
ン
プ

に
同
行
さ
せ
て
も
ら
っ
た
も
の
で
、
私
を
含

め
て
総
勢
二
四
名
の
大
部
隊
で
し
た
。
そ
の

う
ち
、
女
子
高
校
生
が
九
名
お
り
ま
し
た
。

こ
の
旅
行
中
、
も
っ
と
も
嬉
し
か
っ
た
こ

と
は
、
こ
の
女
学
生
た
ち
が
、
す
っ
か
り
私

に
な
つ
い
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。

概
し
て
、
韓
国
の
人
た
ち
は
、
非
常
に
ホ

ス
ピ
タ
ブ
ル
で
あ
り
ま
す
が
、
∽
８
Ｌ

の
よ

う
な
都
会
で
は
、
そ
の
厚
意
が
わ
ず
ら
わ
し

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
私
の
我

侭
の
せ
い
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
徳
積
島

の
よ
う
に
、
電
機
は
も
ち
ろ
ん
、
食
糧
さ
え

売
っ
て
い
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
の
生
活
で

は
、
そ
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
が
、
そ
の
ま
ま

受
け
入
れ
ら
れ
、
韓
国
の
人
た
ち
の
良
さ
を

再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

山
に
登

っ
た
り
、
海
で
魚
員
を
採

っ
た

り
、
キ
ャ
ン
プ

・
フ
ア
イ
ア
ー
を
囲
ん
で
の

一
刻
は
、
韓
国
へ
来
て
良
か
っ
た
と
、
し
み

じ
み
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

徳
積
島
で
の
最
後
の
夜
は
、
女
学
生
た
ち

に
せ
が
ま
れ
て
、
三
日
月
の
砂
浜
を
い
つ
ま

で
も
歩
か
さ
れ
ま
し
た
。

波
打
際
に
残
し
た
私
の
足
跡
を
一
つ
一
つ

辿
り
な
が
ら
、
ア
リ
ラ
ン
を
合
唱
す
る
女
学

生
た
ち
の
声
を
背
中
に
受
け
て
、
そ
の
ム
ー

ド
に
酔
い
ま
し
た
。

韓
国
に
は
、
「人
の
情
け
と
い
う
も
の
は
、

入
っ
て
来
る
と
き
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
出

て
行
く
と
き
に
は
よ
く
わ
か
る
。」
と

い
う

言
葉
が
あ
る
そ
う
で
す
。
全
く
そ
の
通
り

で
、　
一
足
先
に

∽
８
Ｌ

へ
戻
る
私
を
送
っ

て
く
れ
た
女
学
生
た
ち
は
、
涙
を
た
め
て
い

つ
ま
で
も
ハ
ン
カ
チ
を
振
っ
て
い
ま
し
た
。

隣
り
の
国
で
あ
り
な
が
ら
、
案
外
知
ら
れ

て
い
な
い
韓
国
の
、
そ
の
秘
境
と
い
う
よ
り

も
孤
島
で
の
四
日
間
は
、
と
て
も
楽
し
い
も

の
で
し
た
。

そ
の
他
の
こ
と
は
、
い
ろ
い
ろ
と
差
障
り

も
あ
る
の
で
、
帰
国
後
、
御
報
告
い
た
し
ま

す
が
、
元
気
で
韓
国
の
旅
を
続
け
て

い
ま

す
。
他
事
な
が
ら
御
放
念
下
さ
い
。

一
九
六
七
年
八
月
十
六
日小

方

全

弘
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最
近
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本
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◇
蔵
王
清
漢
小
屋
の
記
◇

横

田

敬

一

（
二
二
二
五
）

蔵
王
山
の
三
高
清
漢
小
屋
は
昭
和
十
一
年

九
月
に
建
設
さ
れ
昨
秋
三
十
周
年
を
迎
え

た
。
当
時
の
山
の
仲
間
た
ち
が
集
ま
り
、
さ

さ
や
か
な
お
祝
い
を
し
よ
う
と
思
っ
た
と
こ

ろ
、
東
北
大
山
の
会
で
は
左
衛
門
小
屋
の
十

五
周
年
も
兼
ね
て
春
の
残
雪
期
に
特
別
総
会

を
開
催
す
る
計
画
を
立
て
て
い
た
の
で
、
合

流
す
る
こ
と
に
し
た
。

特
別
総
会
は
こ
と
し
の
五
月
二
十
七
日
峨

々
温
泉
に
お
い
て
開
か
れ
た
。
北
大
佐
々
保

雄
教
授

（昭
和
二
年
二
高
卒
）
の

「北
米

・

カ
ナ
ダ

・
ア
ラ
ス
カ
山
の
旅
」、
東
経
大
色

川
大
吉
教
授

（昭
和
十
八
年
卒
）
の

「明
治

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
発
展
と
近
代
ア
ル
ピ
ニ

ズ
ム
の
黎
明
」
と
い
う
二
つ
の
特
別
講
演
の

あ
と
、
懇
親
会
に
移
り
、
清
漢
小
屋
建
設
当

時
の
三
高
山
岳
部
長
志
賀
悌
輔
先
生

（東
北

大
名
誉
教
授
）、
栃
木
県
農
業
試
験
所
長
黒

崎
大
吉
氏

（大
正
十
三
年
卒
）、
東
北
大
伊

東
信
雄
教
授

（昭
和
三
年
卒
）
そ
の
ほ
か
の

諸
氏
が
こ
も
ご
も
立
っ
て
小
屋
建
設
の
苦
心

談
を
披
露
さ
れ
た
。
総
会
は
先
輩
と
東
北
大

山
岳
部
員
交
歓
の
コ
ー
ラ
ス
の
う
ち
に
午
前

一
時
ご
ろ
散
会
と
な
っ
た
。
翌
二
十
八
日
は

清
漢
小
屋
ヘ
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
行
な
っ
た
が
、

佐
々
、
伊
東
両
氏
は
夫
人
を
同
伴
し
、　
一
同

残
雪
の
雪
解
け
水
で
ど
ろ
ん
こ
と
な
っ
た
道

を
た
ど
っ
て
、
な
つ
か
し
い
清
漢
小
屋
の
前

に
立
っ
た
と
き
は
、
往
時
を
思
い
感
慨
無
量

で
あ
っ
た
。

三
高
山
岳
部
は
、
大
正
三
年
石
川
欣

一
、

中
上
川
小
六
郎
両
氏
ら
に
よ
り
創
設
さ
れ
た

三
高
山
岳
会
が
、
大
正
十

一
年
に
正
式
の
部

と
し
て
認
め
ら
れ
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
ろ
の
山
岳
部
は
夏
山
専
門
で
、
ス

キ
ー
の
愛
好
者
は
有
志
の
ス
キ
ー
部
を
作

っ

て
い
た
が
、
い
つ
と
は
な
く
ス
キ
ー
部
は
山

267-196709

岳
部
と
一
つ
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
黒
崎

大
吉
氏
は
ス
キ
ー
部
の
リ
ー
ダ
ー
格
で
あ
っ

た
が
、
大
正
十
一
年
の
冬
、
ス
キ
ー
仲
間
た

ち
と
北
海
道
青
山
温
泉
の
北
大
ス
キ
ー
合
宿

に
参
加
し
て
か
ら
、
三
高
生
の
間
に
ス
キ
ー

を
普
及
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
、
翌
十
二
年
春

峨
々
温
泉
で
初

め
て
ス
キ
ー
合
宿
を
行
な

っ
た
。
そ
の
後
毎
年
峨
々
で
合
宿
が
行
な
わ

れ
、
黒
崎
氏
は
常
連
の
よ
う
に
参
加
し
て
い

た
が
、
部
員
た
ち
は
峨
々
は
ゲ
レ
ン
デ
か
ら

遠
す
ぎ
て
不
便
で
あ
る
と
か
、
蔵
王
は
刺
激

に
乏
し
く
ス
キ
ー
技
術
を
み
が
く
の
に
適
当

で
な
い
と
か
い
っ
た
不
平
を
述
べ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
黒
崎
氏
は
上
信
越
等
の
ス
キ
ー
場

を
見
て
回
っ
た
末
、
雪
質
、
積
雪
量
、
環
境

な
ど
か
ら
や
は
り
蔵
王
が
最
良
で
あ
る
と
い

う
結
論
に
達
し
た
。

昭
和
十
年
十
二
月
峨
々
の
合
宿
に
黒
崎
氏

や
、
同
氏
の
ス
キ
ー
仲
間
の
磯
村
乙
巳
氏

（大
正
十
四
年
卒
）
が
来
合
わ
せ
た
と
き
、

峨
々
に
代
わ
る
べ
き
根
拠
地
と
し
て
小
屋
建

設
の
話
が
出
て
、
磯
村
氏
か
ら
部
が
建
設
後

の
小
屋
の
維
持
に
責
任
を
持
つ
な
ら
建
設
資

金
の
一
部
を
寄
付
し
よ
う
と
い
う
申
し
出
が

あ

っ
た
。
こ
の
こ
と
が
き

っ
か
け
と
な

っ
て

小
屋
建
設
の
計
画
は
に
わ
か
に
具
体
化
し
、

翌
十

一
年
二
月
仙
台
の
三
高
山
岳
会

（山
岳

部
設
立
以
後
Ｏ
Ｂ
の
会
を
三
高
山
岳
会
と
呼

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
）
に
お
い
て
建
設
が
正
式

に
決
定
さ
れ
た
。

当
時
興
銀
総
裁
で
あ

っ
た
結
城
豊
太
郎
氏

は
三
高
出
身
で
あ

っ
た
。
だ
れ
が
い
い
出
し

た
か
結
城
氏
に
寄
付
を
頼
も
う
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
が
、
昭
和
二
年
は
三
高
で
同
盟
休

校
事
件
が
起
き
た
際
結
城
氏
が
調
停
役
の

一

人
と
し
て
尽
力
し
た
の
で
三
高
後
輩
の
間
に

結
城
氏
の
名
が
印
象
づ
け
ら
れ
た
も
の
ら
し

い
。
（
な
お
こ
の
と
き
学
生
側
の
先
頭

に
立

っ
て
奔
走
し
た

の
は
愛
知
揆

一
氏
で
あ

っ

た
）結

城
氏
に
会

っ
た
の
は
現
東
大
教
授
久
野

久
氏

（昭
和
四
年
卒
）
で
あ
る
が
、
久
野
氏

は
結
城
氏
か
ら

「故
井
上
準
之
助
氏

（
三
高

出
身
）
か
ら
自
分
は
五
百
円
を
預

っ
て

い

る
。
井
上
氏
は
何
か
有
効
に
使

っ
て
く
れ
と

い
っ
て
い
た
こ
と
だ
か
ら
、
こ
れ
を
小
屋
建

設
の
た
め
に
寄
付
し
よ
う
。
そ
の
代

わ
り
、
井
上
氏
を
記
念

す

る
意

味

で
、
同
氏
の
号
で
あ
る
清
漢
の
二
字

を
小
屋
の
名
に
つ
け
て
く
れ
な
い
か

」
と
提
案
さ
れ
、
関
係
者

一
同
に
計

っ
た
結
果
御
好
意
を
受
け
る
こ
と
に

決
ま
っ
た
。

井
上
、
磯
村
両
氏
か
ら
の
大
口
寄

付
の
ほ
か
学
生
会
で
あ
る
三
高
尚
志

会
か
ら
も
多
額
の
補
助
金
が
出
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
建
設
資
金
は
最
初

日
標
に
し
た
二
千
円
を
は
る
か
に
上

回
り
三
千
円
に
達
し
た
。
寄
付
者
芳

名
録
中
に
木
暮
理
太
郎
氏
の
名
も
見

え
て
い
る
が
、
木
暮
氏
は
三
高
山
岳

会
創
設
以
前
に
卒
業
し
て
い
る
の
で

山
岳
部
に
直
接
の
関
係
は
な
い
。
部

員
た
ち
の
ほ
う
で
勝
手
に
大
先
輩
と

し
て
尊
敬
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

寄
付
は
先
輩
の
御
厚
情
に
よ
っ
て

順
調
に
集
ま
っ
た
が
、
小
屋
建
設
も
黒
崎
大

吉
氏
を
中
心
と
し
た
ス
キ
ー
仲
間
の
友
情
に

よ
り
着
々
と
進
行
し
た
。
小
屋
の
設
計
に
は

東
大
建
築
工
学
科
の
堀
越
三
郎
教
授
が
あ
た

っ
た
が
、
同
氏
は
つ
と
に
学
習
院
や
成
渓
高

校
な
ど
の
小
屋
の
設
計
者
と
し
て
知
ら
れ
て

い
た
。
黒
崎
氏
が
た
ま
た
ま
東
大
谷
川
寮
に

ス
キ
ー
行
を
こ
こ
ろ
み
た
と
き
堀
越
氏
と
出

会
い
、同
じ
三
高
出
身
で
あ
る
奇
遇
に
驚
き
、

さ
っ
そ
く
蔵
王
の
山
小
屋
の
設
計
を
懇
請
し

た
と
こ
ろ
快
諾
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。
堀
越

氏
は
全
く
の
無
報
酬
で
引
き
受
け
、
十
一
年

六
月
に
は
小
屋
建
設
地
踏
査
の
た
め
山
岳
部

長
、
部
員
ら
と
共
に
蔵
王
に
登
っ
た
。

小
屋
の
敷
地
は
国
有
林
の
中
に
あ
っ
た
。

黒
崎
氏
の
ス
キ
ー
仲
間
の
植
田
武
彦
氏

（
一

高
出
身
、
農
林
省
）
は
前
に
営
林
局
関
係
の

仕
事
を
さ
れ
て
い
た
の
で
、
小
屋
の
建
築
材

や
燃
料
材
の
払
下
げ
に
進
ん
で
あ
っ
せ
ん
の

労
を
と
ら
れ
た
。
小
屋
の
燃
料
の
ま
き
材
が

今
日
に
至
る
ま
で
確
保
さ
れ
て
い
る
の
は
植

田
氏
の
御
尽
力
に
よ
る
の
で
あ
る
。

七
月
に
な
っ
て
白
石
営
林
署
に
よ
り
実
地

検
分
測
量
が
行
な
わ
れ
、
井
戸
沢
南
岸
の
段

丘
上
の
標
高

一
、
四
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

が
建
設
場
所
と
決
め
ら
れ
た
。
小
屋
は
建
坪

十
二
・
五
坪
の
二
階
建
で
、
半
地
下
室
は
三

坪
の
炊
事
場
と
九
坪
の
ま
き
置
場
か
ら
な
っ

て
お
り
、
合
計
二
十
八
坪
、
収
容
人
員
四
十

名
で
あ
っ
て
、
建
築
用
材
は
現
地
の
ア
オ
モ

リ
ト
ド
マ
ツ
を
使
用
し
た
。
工
事
を
請
け
負

っ
た
山
田
工
務
所
に
よ
る
見
積
り
は
二
、　
一

四
九
円
三
〇
銭
で
あ
る
が
、
会
計
報
告
書
に

よ
る
と
小
屋
建
設
費
二
、　
一
〇
〇
円
、
追
加

工
事
費
八
六
円
九
八
銭
と
な
っ
て
い
る
。

部
員
は
夏
期
休
暇
に
入
る
と
共
に
、
大
黒

天
上
の
金
吹
沢

（島
の
沢
）
に
ベ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
を
張
り
、
現
場
監
督
の
た
め
交
替
で
泊

り
込
ん
だ
。
七
月
中
に
用
材
の
伐
採
が
終
わ

り
、
八
月

一
日
製
板
の
エ
ン
ジ
ン
の
音
が
朝

の
静
寂
を
破
っ
て
沢
中
に
こ
だ
ま
し
た
。
八

月
二
十
日
蔵
王
の
峰
々
が
暮
色
に
包
ま
れ
た

こ
ろ
上
棟
式
が
行
な
わ
れ
、
ろ
う
そ
く
の
と

も
る
テ
ン
ト
の
中
で
祝
杯
が
あ
げ
ら
れ
た
。

九
月
十
三
日
待
望
の
山
小
屋
が
完
成
し
た
。

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
で
完
成
を
見
守
っ
て
い

た
宮
沢
久
雄
氏

（昭
和
九
年
卒
）
は
う
れ
し

さ
の
あ
ま
り
即
興
的
に

「緑
色
濃
き
タ
ン
ネ

の
森
に
、
立
て
る
ヒ
ュ
ッ
テ
、
待
つ
よ
わ
れ

ら
を
。
蔵
王
ハ
イ
ル
、
ベ
ル
ク
ハ
イ
ル
」
と

歌
っ
た
。
こ
の
歌
は
い
ま
な
お
東
北
大
山
岳

部
部
歌
と
し
て
歌
い
継
が
れ
て
い
る
。

同
月
二
十
七
日
に
現
地
で
落
成
式
の
予
定
で

あ
っ
た
が
、
あ
い
に
く
荒
天
の
た
め
式
は
峨

々
温
泉
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
た
。

い
ま
清
漢
小
屋
の
中
に
木
暮
理
太
郎
氏
の

筆
に
な
る
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
額
と
い

っ
て
も
古
材
の
上
に

「清
漢
小
屋
」
と
書
い

て
あ
る
だ
け
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は

次
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
が
あ
る
。
志
賀
教
授

の
あ
と
を
受
け
て
山
岳
部
長
に
就
任
し
た
伊

東
信
雄
教
授
が
結
婚
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、

部
の
有
志

一
同
で
お
祝
い
を
贈

っ
た
の
だ

が
、
少
々
お
金
が
あ
ま
っ
た
の
で
上
田
勇
五

（昭
和
十
六
年
卒
）、
野
口
義
孝

（昭
和
十

七
年
卒
）
の
両
氏
が
相
談
し
て
額
の
材
を
購

入
し
た
。
こ
の
材
は
昔
多
摩
川
に
か
け
て
あ

っ
た
水
車
の
板
で
あ
る
と
い
う
。
当
時
木
暮

氏
は
日
本
山
岳
会
会
長
で
あ
っ
た
。
山
岳
会

評
議
員
の
沼
井
鉄
太
郎
氏
も
や
は
り
三
高
出

身
で
し
か
も
山
岳
部
の
先
輩
で
【あ

っ
た
の

で
、
沼
井
氏
を
通
じ
て
木
暮
氏
に
揮
一量
を
お

願
い
し
た
の
で
あ
る
。
板
に
白
色
水
性
塗
料

を
塗
っ
た
上
墨
書
し
た
も
の
を
、
野
口
氏
が

彫
っ
て
濃
緑
の
塗
料
を
入
れ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
二
十
数
年
の
星
霜
の
う
ち
に
色

は
あ
せ
て
、
古
材
の
地
は
だ
が
出
て
き
た
。

小
屋
の
環
境
も
昔
と
は
だ
い
ぶ
異
な
り
、
有

料
道
路

（
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
）
か
ら
小
屋
の
赤

い
屋
根
が
よ
く
見
え
る
。
建
設
当
時
の
よ
う

な
山
の
静
け
さ
は
求
む
べ
く
も
な
い
が
、
清

漢
小
屋
が
い
つ
ま
で
も
そ
の
名
の
よ
う
に
清

ら
か
な
谷
間
に
立
っ
て
い
て
ほ
し
い
も
の
で

あ
る
。
　
　
　
（
一
九
六
七
年
八
月
三
日
）

×

　
　

　

　

×

　
　

　
　

×

×
　
　

　

　

×
　
　

　
　

×
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〓≡
≡
≡
≡

．
　

フ
ラ
ン
ス
に
て

伊
藤
頌
司

当
地
は
近
年
に
な
い
好

天
と
か
で
連
日
太
陽
が
ギ

ラ
ギ
ラ
輝
き
、
各
氷
河
の

雪
も
例
年
よ
り
少
な
い
そ

う
で
す
。
さ
て
私
共
の
参

加
致
し
ま
し
た
、　
一
九
六

七
年
度
の
国
際
ア
ル
ピ

ニ

≡
≡
≡
≡
≡
〓
　

ス
ト
集
会
は
一
昨
日

（七

月
二
十
九
日
）
盛
会
の
う
ち
に
無
事
終
了
致

し
ま
し
た
。

感
想
と
私
共
の
行
動
概
要
を
報
告
い
た
し

ま
す
。

各
国
の
参
加
者
を
み
ま
す
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
の
代
表
は
や
は
リ
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
揃
い
で
、
彼
等
は
五

級
六
級
の
バ
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
ル
ー
ト
を
盛
ん

に
登
っ
て
お
り
ま
し
た
。

南
米
と
イ
ン
ド
の
代
表
達
に
は
親
善
的
な

目
的
が
強
く
、
ケ
ー
ブ
ル
等
を
利
用
し
て
の

観
光
的
な
コ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
し
た
。

私
共
は
最
も
遠
い
国
か
ら
の
参
加
者
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
各
国
代
表
か
ら
盛
ん
な
歓

迎
を
受
け
、
特
に
イ
ン
ド
か
ら
参
加
し
て
い

た
エ
ベ
ン
ス
ト
隊
の
隊
長
コ
リ
氏
、
ダ
ー
ジ

リ
ン
の
登
山
学
校
の
校
長
ク
マ
ー
ル
氏
及
び

シ
エ
ル
パ
の
ゴ
ン
ブ
氏
と
は
特
に
親
し
く
な

り
ま
し
た
。

各
国
代
表
そ
れ
ぞ
れ
お
国
柄
が
あ
り
、
食

事
の
時
な
ど
は
各
国
語
入
り
混

っ
て
た
い
ヘ

ん
楽
し
く
賑
や
か
な
も
の
で
し
た
。
私
共
も

植
村
さ
ん

（
私
の
パ
ー
ト
ナ
ー
）
の
フ
ラ
ン

ス
語
と
私
の
つ
た
な
い
英
語
で
な
ん
と
か
皆

の
仲
間
に
入
り
、
い
つ
も
人

一
倍
の
食
欲
を

誇

っ
て
お
り
ま
し
た
。

ま
た
フ
ラ
ン
ス
国
立
登
山
学
校
の
校
長
ジ

ヤ
ン
・
フ
ラ
ン
コ
氏
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
の

コ
ン
タ
ミ
ー
ヌ
氏
、
ジ

ュ
リ
ア
ン
氏
等
か
ら

い
つ
も
心
強
い
指
導
と
援
助
を
う
け
、
各
氷

河
に
散
在
す
る
Ｃ
Ａ
Ｆ
の
山
小
屋
で
は
小
屋

の
人
々
か
ら
温
い
も

て
な

し
を
受
け
ま
し

た
。
こ
れ
は
私
共
が
カ
ン
ロ
ク
不
足
で
子
供

っ
ぼ
く
見
え
た
せ
い
か
と
思
い
ま
す
が
。
と

に
か
く
Ｃ
Ａ
Ｆ
の
各
山
小
屋
は
す
ば
ら
し
い

設
備
と
す
ば
ら
し
い
人
々
に
守
ら
れ
て
Ｊ
Ａ

Ｃ
に
も
こ
ん
な
小
屋
が
あ
れ
ば
な
あ
と
つ
く

づ
く
感
じ
ま
し
た
。

氷
河
と
切
り
立

っ
た
針
峰
群
と
四
千
米
の

峰
々
、
そ
の
な
か
で
は
ぐ
く
ま
れ
た
シ
ャ
モ

ニ
の
山
男
達
の
山
登
り
に
対
す
る
情
熱
と
厳

し
さ
、
そ
ん
な
も
の
に
、
そ
れ
ら
の
水
河
や

峰
々
に
足
を
踏
み
入
れ
た
時
、
フ
ト
触
れ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

踏
み
た
い
頂
き
、
登
り
た
い
岩
壁
は
ま
だ

ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
二
〇

日
間
は
ま
っ
た
く
ア
ッ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
後
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で

私
共
は
シ
ャ
モ
ニ
を
離
れ
ま
し
た
。
ま
た
訪

れ
る
日
の
あ
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
。

そ
し
て
植
村
さ
ん
は
昨
日
ジ

ュ
ネ
ー
ブ
か

ら
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
ヘ
向
け
て
出
発
致
し
ま

し
た
。
私
は
昨
夜
ツ
エ
ル
マ
ッ
ト
ヘ
入
り
ま

し
た
。

夏
の
コ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス
に
は
、
い
ろ

い
ろ
な
日
本
人
の
登
山
者
が
き
て
い
ま
す
。

そ
し
て
あ
ま
り
良
く
な
い
評
判
ば
か
り
耳
に

す
る
の
は
何
故
で
し
ょ
う
か
。
私
は
あ
る
新

聞
社
か
ら
た
の
ま
れ
て
、
こ
れ
ら
日
本
人
の

登
山
者
に
つ
い
て
記
事
を
書
く
こ
と
に
な

っ

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
現
実
に
そ
れ
ら
の
人
々
に
会

い
、
話
を
聞
き
、
姿
を
見
た
と
き
、
何
故
、

何
の
た
め
に
彼
等
は
こ
う
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
と
疑
間
を
い
だ
き
、
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
発
祥

の
地
に
き
て
、
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
何
た
る
か

を
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
自
分
自
身
の

考
え
方
も
確
立
し
な
い
ま
ま
記
事
を
書
く
な

ど
と
い
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
判
断
い

た
し
ま
し
た
。

本
来
な
ら
ば
出
頭
し
て
、
報
告
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
と
り
あ
へ
ず

書
面
に
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

若
い
私
共
に
と
っ
て
誠
に
有
意
義
な
集
会

で
あ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

〔行
動
概
要
〕

七
月

一
〇
日
　
国
立
ス
キ
ー
登
山
学
校
の

問
を
く
ぐ
る
。
七
月
十
一
日
　
プ
ラ
ン
ド
エ

ギ
ュ
ー
ヘ
ケ
ー
ブ
ル
で
登
り
、
ボ
ゾ
ン
氷
河

を
経
て
ミ
ユ
レ
ー
小
屋
へ
入
る
。
七
月
十
二

日
　
ボ
ゾ
ン
氷
河
を
つ
め
モ
ン
ブ
ラ
ン
頂
上

へ
、
頂
上
よ
リ
モ
ン
モ
デ
ィ
を
経
、　
エ
ギ
ュ

ー
ド
ミ
デ
ィ
ヘ
、
ケ
ー
ブ
ル
に
て
帰
校
。
七

月
十
三
日
　
ケ
ー
ブ
ル
で
エ
ギ
ュ
ー
ド
ミ
デ

ィ
ヘ
、イ
タ
リ
ア
側
迄
見
物
に
出
掛
け
る
。七

月
十
四
日
　
電
車
で
モ
ン
タ
ン
ベ
ー
ル
ヘ
、

メ
ー
ル
ド
グ
ラ
ス
を
登
リ
ク
ー
ベ
ル
ク
ル
小

屋
へ
入
る
。
七
月
十
五
日
　
夜
明
け
前
、
降

雨
の
た
め
、
エ
ギ
ュ
ー
ベ
ル
ト
を
変
更
し
、モ

ア
ヌ
南
壁
へ
向
う
。
七
月
十
六
日
　
ク
ー
ベ

ル
ク
ル
小
屋
を
あ
と
に
し
タ
ン
ー
フ
ル
氷
河

に
入
リ
エ
ギ
ュ
ー
ベ
ル
ト
を
目
指
す
。
取
付

予
定
の
ク
ロ
ア
ー
ル
ド
ウ
イ
ン
パ
ー
は
一
昨

日
の
雨
の
た
め
状
態
悪
く
、
従
っ
て
ク
ロ
ア

ー
ル
左
側
の
岩
壁
へ
取
付
き
直
登
す
る
。
岩

壁
を
登
る
こ
と
一
〇
時
間
、
頂
上
ま
で
あ
と

五
〇
米
と
せ
ま
る
も
、
最
終
帰
校
時
間
を
午

後
七
時
と
し
て
き
た
た
め
、
若
し
そ
れ
迄
に

連
絡
を
し
な
い
と
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
出
動
す

る
と
開
校
式
に
フ
ラ
ン
コ
校
長
が
言
っ
て
い

た
こ
と
が
気
に
か
か
り
、
涙
を
の
ん
で
引
返

す
。
登
り
に
苦
戦
し
た
雪
ま
じ
り
の
岩
壁
は

降
り
は
一
層
酷
し
く
午
後
八
時
半
や
っ
と
小

屋
へ
着
き
学
校
へ
連
絡
を
と
り
小
屋
へ
泊
る

許
可
を
も
ら
う
。
七
月
十
七
日
　
ゆ
っ
く
り

起
き
て
帰
校
。
七
月
十
八
日
　
休
養
。
七
月

十
九
日
　
ブ
レ
バ
ン
ヘ
登
り
、
対
面
の
モ
ン

ブ
ラ
ン
山
群
を
見
物
。
七
月
二
〇
日
、
フ
レ

ー
ト
デ
シ
ャ
ル
モ
ヘ
向
う
。
前
回
参
加
し
て

遭
難
死
し
た
君
島
氏
と
、
こ
の
七
月
海
水
浴

中
に
死
亡
さ
れ
た
と
連
絡
を
受
け
た
Ｍ
Ａ
Ｃ

小
滝
氏
の
た
め
に
ケ
ル
ン
を
つ
み
、
花
と
タ

バ
コ
を
供
え
追
悼
を
行
う
。
七
月
二
一
日

コ
ン
タ
ミ
ー
ヌ
氏
の
氷
雪
技
術
の
講
習
を
受

く
。
七
月
二
二
日
　
夜
半
よ
り
雨
、
風
も
強

く
な
る
。
ダ
ン
デ
ジ
エ
ア
ン
を
あ
き
ら
め
て

ケ
ー
ブ
ル
で
降
り
よ
う
と
す
る
も
強
風
の
た

め
ケ
ー
ブ
ル
が
止
っ
て
し
ま
う
。
ト
ボ
ト
ボ

と
氷
河
を
伝
っ
て
モ
ン
タ
ン
ベ
ー
ル
ヘ
下

る
。
七
月
二
三
日
　
シ
ャ
モ
ニ
の
町
中
で
、

グ
ラ
ン
ド
ジ
ョ
ラ
ス
を
終
え
た
高
田
光
政
氏

に
逢
う
。
七
月
二
四
日
　
バ
ス
に
て
ル
ト
ウ

ー
ル
ヘ
向
い
、
リ
フ
ト
で
四
百
米
か
せ
ぎ
ア

ル
ベ
ル
ト
一
世
小
屋
へ
入
る
。
七
月
二
五
日

悪
天
の
た
め
、
エ
ギ
ュ
ー
ド
シ
ャ
ル
ド
ー
ネ

の
登
頂
な
ら
ず
、
帰
校
す
。
七
月
二
六
日

バ
ス
に
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
エ
ー
の
村
へ
向
い
、

ケ
ー
ブ
ル
に
て
グ
ラ
ン
ド
モ
ン
テ
ヘ
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
エ
ー
氷
河
を
伝
っ
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ェ

ー
小
屋
へ
入
る
。
七
月
二
七
日
　
ト
ウ
ー
ル

ノ
ア
ー
ル
氷
河
を
つ
め
、
最
後
少
し
ば
か
り

岩
場
を
登
リ
ト
ウ
ー
ル
ノ
ア
ー
ル
の
ピ
ー
ク

を
踏
む
。
七
月
二
八
日
　
小
屋
よ
リ
エ
ギ
ュ

ー
ド
ア
ル
ゼ
ン
チ
エ
ー
ヘ
向
い
、
登
頂
後
帰

校
す
。
夜
モ
ー
リ
ス
エ
ル
ゾ
ー
ク
氏
ほ
か
出

席
し
て
リ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
る
。
七
月

二
九
日
　
集
会
終
了
。
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の
中ｏ
‐

Ｏ
Ｃ
Ｏ
】
ヱ
Ｆ
“
■
０
０
ｏ
『
“
〓
０
”
り
】ｏ
Ｌ【ｏ
り
「
”
‐

く
〇
静
Ｏ
Ｏ
Ｏ
【ｍ
Ｏ
り）

（
以
上
、
二
五
ヵ
国
、
四
八
名
）

（編
者
注

・
こ
の
一
覧
表
を
見
て
お
ど

ろ

い
た
の
は
、
ボ
リ
ビ
ア
か
ら
ア
ル
フ
ン
ド

ー

・
マ
ル
テ
ィ
ー
ネ
ス
・
デ
ル
ハ
ド
ー
が

参
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ

つ
た
。

彼
は

一
九
六

一
年
の
わ
れ
わ
れ
の
ア
ポ

ロ
バ
ン
バ
登
山
に
も
参
加
し
、
他
の
隊
に

も
時
々
顔
を
出
し
て
い
る
小
男
で
あ
る
。）

(10) ――。2イ2-"
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と

便
　
り

◇
日
印
合
同

婦
人
ヒ
マ

ラ
ヤ
登
山

◇
に
つ
い
て

婦
人
懇
談
会

こ
の
度
イ
ン
ド
婦
人

と
の
合
同
ヒ
マ
ラ
ヤ
登

山

に

つ

い

て

日
●
針

”
●

７
ぬ
０
●
●
い
ｏ
５
ｏ
①
【
中
●
∞

『
ｏ
ｓ
●
鮎
”
〓
ｏ
●

の

パ

ｏ
‐

Ｆ
〓
氏
か
ら
三
田
副
会
長
宛
に
書
状
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
一
九
六
五
年
同
氏
よ
り
三
田

副
会
長
宛
に
提
案
が
あ
り
、
旧
東
京
支
部
婦

人
部
が
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
イ

ン
ド

ｏ
パ
キ
ス
タ
ン
間
の
紛
争
の
た
め
一
時

中
止
の
止
む
な
き
に
至
っ
て
い
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。

今
回
の
入
山
可
能
の
地
域
は
口
一口
”
ｏＦ
】

聟
”
鮎
ｏ
ｏＦ

，
時
期
が
一
九
六
八
年
春
以
降
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

婦
人
懇
談
会
で
は
と
り
あ
え
ず
こ
の
問
題

を
検
討
す
べ
く
旧
婦
人
部
の
メ
ン
バ
ー
に
は

か
つ
て
準
備
を
は
じ
め
ま
し
た
が
、
八
月
三

日
本
会
理
事
会
に
お
い
て
三
田
副
会
長
が
委

員
長
を
引
き
受
け
ら
れ
、
委
員
会
お
よ
び
事

務
局
を
組
織
し
て
こ
の
計
画
を
推
し
進
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
東
京
支
部
の
解
消
に
伴
い
旧
婦
人
部

は
新
し
く
婦
人
懇
談
会
と
し
て
全
国
的
な
も

の
に
生
ま
れ
変
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、

現
状
で
は
ま
だ
各
支
部
と
の
連
絡
は
持
た
れ

て
お
ら
ず
東
京
近
県
の
会
員
に
よ
る
活
動
に

止
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
地
方
支
部

の
婦
人
会
員
に
も
呼
び
か
け
今
後
の
ク
ラ
ブ

予

報

ン́,t

活
動
の
範
囲
を
拡
げ
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

上
記
合
同
登
山
の
問
題
と
併
せ
て
皆
様
の
お

考
え
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
男
性
会
員
の
ご
意
見
も
歓
迎

し
ま
す
。
計
画
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

登
山
期
間
　
一
九
六
八
年
春
　
二
月
中
旬
≧

六
月
中
旬

場
　
　
所
　
口
】口
”
ｏＦ
【
”
８
鮎
ｏ
りＦ

パ
Ｌ
ご
ｏＦ
「
８
Ｆ
他

人
　
　
口貝
　
日
印
各
四
ｔ
五
名

（医
師

一
名
派
遣
）

費
　
　
用
　
一
人
六
十
万
円
　
自
己
負
担

尚
メ
ン
バ
ー
は
九
月
下
旬
―
十
月
上
旬
、

委
員
会
が
決
定
し
ま
す
。

こ
の
計
画
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
、
参
加

希
望
の
方
は
山
岳
会
ル
ー
ム
婦
人
懇
談
会
宛

で
き
る
だ
け
早
く
ご
連
絡
下
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

第
１０
回

ｏ
紅
葉
会
通
知

期
日
　
■
月
■
日

（土
）１
１２
日

於
　
南
ア
南
麓
、
梅
ケ
島
温
泉

一
泊
、
第

二
日
行
動
解
散
地
ま
で
一
切
の
経
費
、

二
四
〇
〇
円
也
。

本
年
は
紅
葉
会
第
十
年
目
で
す
の
で
盛
大

に
行
な
い
ま
す
。
十
年
出
席
者
に
は
努
力
賞

を
ぃ
参
加
者
の
拍
手
の
う
ち
に
贈
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
三
名
の
候
補
者
が

お
り
ま
す
。

昔
か
ら
の
梅
ケ
島
温
泉
は
、
武
田
、
今
川

の
戦
国
時
代
か
ら
の
湯
で
す
。
第

一
夜
は
懇

談
会
の
後
、
美
女
を
作
る
と
言
わ
れ
て
い
る

温
泉
に
涵
り
、
翌
日
は
、

Ａ
　
八
紘
嶺
か
ら
七
面
山

Ｂ
　
安
倍
峠
か
ら
身
延

Ｃ
　
八
紘
嶺
か
ら
大
谷
崩

Ｄ
　
安
倍
峠
か
ら
刈
安
峠

Ｅ
　
八
紘
嶺
往
復

Ｆ
　
温
泉
に
沈
澱
組

の
六
班
を
編
成
、
そ
れ
ぞ
れ
に
地
元
会
員
が

案
内
致
し
ま
す
。

参
加
御
希
望
の
方
は
早
目
に
静
岡
支
部
宛

お
申
込
み
願
い
ま
す
。

集
合
は
、
■
日
午
後
１
時
、
静
岡
駅
集
合

予
定
地
。

◇

　

◇

　

◇

梓

会

御

案

内

梓
会
の
昭
和
四
二
年
度
恒
例
行
事
を
次
の

通
り
行
な
い
ま
す
か
ら
、
万
障
お
差
繰
り
ご

参
加
下
さ
い
。
ご
家
族
も
大
い
に
歓
迎
致
し

ま
す
。

一
、
第
二
回
ハ
イ
キ
ン
グ

（９
月
１０
日
）

Ａ
　
御
岳
、
大
楢
峠
、
氷
川

Ｂ
　
鳩
の
巣
、
大
檜
峠
、
氷
川

二
、
第
六
回
懇
親
会

（右
同
日
）

氷
川
町
三
国
屋
旅
館

講
演
者

田
部
重
治

村
井
米
子

山
下

一
夫

防
大
合
宿
訓
練
ス
ラ
イ
ド

会
費
　
一
〇
〇
〇
円

三
、
そ
の
他
、
連
絡
先

東
京
都
大
田
区
桐
里
町
一
五
七

茶
谷
東
海

電
話

（『望
）
ｏミ
∞

――――
‐
―Ｉ

Ｎ

・
Ｚ

・
便

り

‐―――――‐

秋
田
し
お
み

山
に
雨
が
降
っ
て
ス
キ
ー
場
の
雪
が
と
け

た
り
、
真
冬
だ
と
い
う
の
に
南
島
の
天
気
は

お
か
し
い
よ
う
で
す
。
で
も
Ｏ
Ｆ
Ｌ
∽計ｏＦ
負
‐

ｏＦ
の
街
は
さ
す
が
に
寒
く
、
毎
朝
通
る
公

園
の
池
は
凍
っ
て
い
ま
す
し
、
芝
は
霜
で
ま

っ
し
ろ
で
す
。
自
転
車
で
風
を
切
る
と
顔
が

凍
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

今
週
か
ら
お
金
の
単
位
が
変
り
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
同
じ
く
、
ド
ル
に
切
替

っ
た
わ
け
で
す
が
、
今
は
ド
ル
と
ポ
ン
ド
が

ミ
ッ
ク
ス
し
て
や
や
こ
し
い
状
態
で
す
。

口
鶴
針
ｏ
さ
ん
は
十
月
十
五
日
、
八
人
の

パ
ー
テ
ィ
で
南
極
へ
山
登
り
に
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
「
①計①【
は
試
験
の
最
中
な
の
で
ま

だ
は
っ
き
り
決
め
て
い
ま
せ
ん
。

先
週
末
、
「
ｏ
お
Ｌ
と
念
願
の
”
ｏ
〓
８
一ｏ
●

に
登
り
ま
し
た
。
天
気
も
雪
の
状
態
も
最
高

に
よ
く
、
ク
ラ
ン
ポ
ン
の
快
適
に
き
く
山
行

で
し
た
。
ル
ー
ト
は
〇
〓
【”
∽
〓
鮎
①
り
を
登

り
、
ｒ
ｏ
ｌ

「
８
″
か
ら
〓
巳
驚
ｏ
「
８
Ｆ

を
ト
ラ
ヴ
ァ
ー
ス
し
て
口
置
ｒ
「
８
Ｆ
に
達

す
る
も
の
で
、
雪
の
岩
登
り
に
十
分
満
足
し

ま
し
た
。
月
末
に
は
『ｏ
Ｆ

ｏ
ｏ
ヨ
Ｑ

が

弓
ｏ
口
Ｌ
ｏ
へ
登
ろ
う
と
云
っ
て
い
る
の
で

楽
し
み
で
す
。
八
月
に
は
大
学
の
ス
キ
ー
・

ス
ク
ー
ル
ヘ
行
く
予
定
で
す
。

今
日
山
岳
会
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、
口
”‐

ａ
】ｏ
さ
ん
は
じ
め
０
”
ヨ
【①く
さ
ん
、
ω
ｏメ

〓
”お
”お
け
な
ど
大
勢
の
方
に
会

い
ま
し

た
。
”
①く
。
が
、
お
姉
ち
ゃ
ま
か
ら
送
ら
れ

た
写
真
を
見
せ
て
く
れ
て
な
つ
か
し
か

っ

た
。あ

と
六
週
間
。
０
８
Ｆ
”
お
”
に
何
と
か

し
て
行
き
た
い
け
れ
ど
、
↓
”
ｏ日
”０
ま
で
行

く
ひ
ま
の
あ
る
人
は
な
か
な
か
い
ま
せ
ん
。

せ
め
て
＞
二
ｒ
民
ご

「
”
∽り
の
山
々
の
写
真

だ
け
で
も
沢
山
撮
っ
て
行
く
こ
と
に
し
ま

す
。
何
卒
皆
さ
ん
に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
下
さ

（
七
月
十
三
日
付
　
山
口
宛
）

秋
田
さ
ん
は
八
月
三
十
一
日
Ｎ
・
Ｚ
を
発

ち
、
三
ヵ
月
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
過
ご
し

て
十
一
月
末
帰
国
の
予
定
で
す
。

◇
奥
白
根
に
登
る
０

吉
沢

一
郎

今
夏
も
会
社
の
人
達
の
お
伴
を
し
て
夏
の

山
へ
登
っ
て
来
た
。　
一
昨
年
は
信
州
の
蓼
科

山

（
二
五
三
〇
ｍ
）
に
登
り
、
昨
年
は
寸
又

峡
に
行
っ
て
順
を
出
し
、
今
年
は
二
五
七
八

ｍ
の
日
光
奥
白
根
岳
の
頂
上
に
立
っ
た
。

八
月
五
日

（土
）
に
東
武
浅
草
か
ら
快
的

な
電
車
に
乗
っ
て
日
光
駅
に
降
り
た
が
、
何

十
年
前
と
さ
っ
ぱ
り
変
っ
て
い
な
い
。

い
ろ
は
坂
の
鋪
装
道
路
も
田
舎
者
に
は
驚

異
で
あ
っ
た
。
こ
の
方
は
余
り
に
変
り
過
ぎ

て
い
る
。
湯
元
に
つ
い
て

「山
の
家
」
に
入

る
。
こ
の
日
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
つ
も
り
で

金
精
峠
ま
で
歩
い
て
往
復
し
た
が
、
人
間
の

通
る
道
は
え
ら
い
虐
待
で
あ
る
。

六
日
の
日
曜
に
総
勢

一
一
人

（男
五
人
、

女
六
人
）
で
奥
白
根
を
目
指
す
。
昭
和

一
人

年
頃
と
覚
え
て
い
る
が
、
冠
さ
ん
、
西
堀
氏

そ
の
他
の
人
々
と
冬
の
前
白
根
に
ス
キ
ー
で

登
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
あ
の
時
、
吹
雪
の
頂

上
で
、
塚
本
閤
治
氏
が
フ
ィ
ル
ム
の
入
替
え

を
や
る
の
を
見
て
、
流
石
は
専
門
家
と
感
心

し
た
が
、
あ
れ
か
ら
二
四
年
、
そ
の
塚
本
氏

も
も
う
い
な
い
。

奥
日
光
に
は
色
々
の
思
い
出
が
多
い
。
仲

の
よ
か
っ
た
法
政
の
田
中
菅
雄
と
西
湖
の
畔

り
で
キ
ャ
ン
プ
し
た
こ
と
も
あ
る
。　
一
人
で

男
体
へ
登
っ
た
時
、
角
の
立
派
な
鹿
と
正
面

衝
突
し
た
り
、
雉
を
し
め
て
い
る
蛇
を
ビ
ツ

ケ
ル
で
ひ
っ
ば
た
き
、
蛇
の
上
前
を
は
ね
た

こ
と
も
あ
る
。
法
に
ひ
っ
か
か
る
か
ど
う
か

は
知
ら
な
い
が
、
も
う
時
効
だ
ろ
う
。

今
年
は
天
気
が
よ
か
っ
た
の
で
登
る
に
従

っ
て
方
々
の
山
が
見
え
て
来
た
。
遂
は
直
ぐ

わ
か
っ
た
が
、
至
仏
が
近
い
は
ず
な
の
に
さ

っ
ば
り
わ
か
ら
な
い
。
あ
と
で

「山
の
家
」

へ
来
て
く
れ
た
栃
木
岳
連
の
阿
部
さ
ん
に
聞

い
た
ら
、
あ
れ
は
判
り
悪
い
と
言
っ
て
い

た
。
奥
白
根
の
頂
上
近
く
に
、
五
Ｏ
ｍ
ば
か

り
い
や
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
街
道
筋
な
の
で

老
若
男
女
の
登
り
降
り
が
賑
や
か
だ
が
、
よ

く
遭
難
事
件
が
起
ら
な
い
も
の
だ
。

頂
上
か
ら
降
る
途
中
、
携
帯
ラ
ジ
オ
を
ガ

ン
ガ
ン
鳴
ら
し
て
い
く
二
組
に
あ
っ
た
。
君

達
は
何
の
た
め
に
山
へ
来
た
の
か
、
そ
ん
な

こ
と
を
し
て
い
る
の
は
、
自
分
達
の
フ
ー
テ

ン
を
自
分
の
費
用
で
宣
伝
し
て
い
る
よ
う
な

も
の
だ
、
や
め
給
え
、
と
噸
鳴
り
つ
け
た
。

二
組
と
も
大
人
し
く
、
済
み
ま
せ
ん
、
と
ス

ウ
ィ
ッ
チ
を
切
る
。
案
外
素
直
だ
っ
た
の
に

は
こ
ち
ら
の
方
が
拍
子
抜
け
で
空
廻
り
。

あ
と
で
写
真
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
ら
、
私

の
は
寝
て
い
る
と
こ
ろ
ば
か
り
。
マ
イ
・
ペ

ー
ス
で
一
〇
時
間
、「山
の
家
」
へ
つ
い
た
時

に
は
も
う
何
を
す
る
の
も
嫌
だ
っ
た
。

267-1967・ 9
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七
月
二
七
日

御
無
沙
汰
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
私
達
の
ペ

ル
ー

・
ア
ン
デ
ス
で
の

登
山
も
終
り
に
近
づ
き

ま
し
た
。
サ
ン
タ

・
ク

ル
ス

・
ノ
ル
テ
の
Ｃ
２

か
ら
書
い
て
い
ま
す
。

七
月
二
四
日
、
処
女

峰
サ
ン
タ

・
ク
ル
ス

・

ノ
ル
テ
に
登
頂
成
功
し

ま
し
た
。
登
頂
メ
ン
バ

ー
は
林
竹
彦
を
リ
ー
ダ

ー
に
、
西
郡
光
昭
、
小

林

一
智
、
宮
下
昭
の
四

隊
員
で
す
。

七
月
八
日
、
ク
リ
コ

チ
ャ
湖
畔
に
Ｂ
Ｃ
を
設
営
し
ま
し
た
が
、
隊

員
の
大
半
が
風
邪
で
倒
れ
、
ま
た
、
ワ
ン
ツ

ア
ン
の
疲
れ
が
出
て
、
行
動
が
ス
ト
ッ
プ
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

サ
ン
タ

・
ク
ル
ス

・
ノ
ル
テ
西
面
の
氷
河

は
ク
ン
バ
ス
が
多
く
、
西
稜
の
末
端
は
湖
岸

で
、
穂
高
の
屏
風
岩
の
三
倍
位
の
大
岩
壁
と

☆ CordiIIera iBIalnca☆

◇サンタ・クルス・ノルテ登頂◇
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な
り
、
サ
ン
タ

・
ク
ル
ス

・
ノ
ル
テ
ヘ
近
づ

く
ル
ー
ト
の
発
見
に
苦
労
さ
せ
ら
一れ
ま

し

た
。
し
か
し
動
け
る
隊
員
の
み
に
て
ク
リ
コ

チ
ャ
の
左
岸
を
ト
ラ
バ
ー
ス
、
更
に
ラ
フ

・

コ
チ
ャ
の
右
岸
の
水
辺
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て

水
河
の
末
端
に
出
て
、
氷
河
と
モ
レ
ー
ン
の

間
を
登

っ
て
、
上
部
氷
河
へ
出
る
こ
と
に
成

功
、
七
月

一
八
日
、
西
壁
直
下
に
Ｃ
２
を
作

り
ま
し
た
。

私
達
は
ア
メ
リ
カ
の
Ｌ

・
オ
ー
テ
ン
バ
ー

ガ
ー
か
ら
贈
ら
れ
た
サ
ン
タ

・
ク
ル
ス
・
ノ

ル
テ
の
写
真
資
料
に
よ
り
、
東
面
は
岩
壁
が

多
く
、
登
攀
不
可
能
と
考
え
、
ク
リ
コ
チ
ャ

側
の
西
面
か
ら
の
攻
撃
を
計
画
し
ま
し
た
。

し
か
し
Ｌ

ｏ
オ
ー
テ
ン
バ
ー
ガ
ー
の
ア
ド

バ
イ
ス
で
は
、
西
面
か
ら
も
ま
ず
不
可
能
と

の
こ
と
。
私
達
は
唯

一
の
可
能
性
を
そ
の
西

稜
に
求
め
て
や

っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
写

真
と
実
物
で
は
や
は
り
大
違
い
で
し
た
。

西
稜
は
府
尾
根
の
上
、
茸
雪
の
連
続
で
、

全
く
手
が
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ク
リ

ラ
フ
と
の
コ
ル
か
ら
の
ル
ー
ト
も
考
え
ま
し

た
が
、
稜
線
直
下
に
ク

ン
バ

ス
が
横
に
走

り
、
行
き
詰

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

頂
上
へ
の
攻
撃
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
ま
ま
、

Ｃ
２
へ
の
補
給
は
続
け
ら
れ
、
登
頂
準
備
は

整
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
新
し
い
ル
ー
ト
と
し

て
、
そ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
嚢
に
被
わ
れ
た
西
壁
の

直
登
登
攀
を
考
え
ま
し
た
。

頂
上
直
下
の
岩
壁
を
避
け
て
西
稜
へ
出
る

と
し
て
、
四
〇
〇
ｍ
の
登
攀
で
す
。
直
ぐ
、

氷
河
の
中
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
に
使

っ
た
ス
ノ
ー

バ
ー
を
回
収
、
傾
斜
六
〇
―
七
〇
度
の
西
壁

へ
の
攻
撃
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

二
〇
日
、
一
二

日
と
二
日
間
で
フ
ィ
ッ
ク

ス
を
完
了
、
二
二
日
は
風
雪
に
な
り
、
約

一

〇
セ
ン
チ
の
積
雪
、
二
三
日
快
晴
の
中
、
前

記
四
名
の
ア
タ
ッ
ク
隊
が
出
発
し
ま
し
た
。

二
三
日
は
四
〇
〇

ｍ
の
西
壁
を
登
り
、
西

稜
上
に
出
て
ビ
バ
ー
ク
、
二
四
日
、
西
稜
の

茸
雪
を
次
々
と
直
上
し
て
、　
一
二
時
四
五
分

四
〇
秒
、
サ
ン
タ

・
ク
ル
ス

・
ノ
ル
テ
、
五

八
二
九
ｍ
の
頂
上
に
立
ち
ま
し
た
。
頂
上
ヘ

一
六
ミ
リ

・
ム
ー
ビ
ー

・
カ
メ
ラ
を
持
ち
上

げ
て
、
記
録
映
画
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
撮

影
し
ま
し
た
。

下
降
に
手
間
ど
り
、
再
び
西
稜
上
に
て
ビ

バ
ー
ク
、
二
五
日
強
風
の
中
、
Ｃ
２
へ
下
降

し
ま
し
た
。

三
〇
日
に
は
Ｂ
Ｃ
へ
集
結
、
サ
ン
タ

ｏ
ク

ル
ス
周
辺
の
五
二
〇
〇
―
五
四
〇
〇
ｍ
位
の

無
名
の
処
女
峰
三
―
四
座
に
登
り
、
八
月
は

じ
め
、
ワ
ラ
ス
に
向
け
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
予
定

で
す
。

リ
マ
に
出
て
休
養
の
後
、
ま
だ
日
本
隊
の

入
ら
な
い
、
ラ
ウ
ラ
山
群
に
入
り
、
ネ
バ
ド

ｏ
ｏ
ｏ
コ
鮎
ｏ
【
等
の
試
登
を
行
な
い
ま
す
。

又
別
隊
は
ワ
イ
タ
パ
ヤ
ー
ナ
山
群
、
ヤ
ウ

ヨ
ス
山
群
等
へ
も
入
り
、
写
真
資
料
を
作
る

予
定
で
す
。

今
年
の
ペ
ル
ー

・
ア
ン
デ
ス
は
天
候
不
順

で
、
強
風
や
雨
、
雪
に
お
そ
わ
れ
て
苦
労
し

ま
し
た
。

ヮ
ス
カ
ラ
ン
で
は
ア
メ
リ
カ
隊
の
二
名
が

ク
ン
バ
ス
に
落
ち
て
遭
難
し
て
い
ま
す
。
チ

リ
ー
隊
が
ピ
ス
コ
ヘ
、
フ
ラ
ン
ス
隊
が
ア
ル

パ
マ
ヨ
、
ス
ペ
イ
ン
が

Ｏ
Ｆ
Ｆ
ｏ
Ｆ
①
て
０
〓
８

（
チ
ン
チ
エ
イ
の
肩
に
あ
る
五
九
〇
〇
ｍ
の

鋭
い
ピ
ー
ク
の
こ
と
）
へ
。

ア
ダ
ム
ス

・
カ
ー
タ
ー
の
ア
メ
リ
カ
、
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
、
イ
タ
リ
ー
合
同
隊
が
カ
シ
ャ

ン

・
オ
エ
ス
テ
ヘ
、
な
ど
が
、
今
年
の
ブ
ラ

ン
カ
の
主
な
登
山
隊
で
す
。

今
年
は
ブ
ラ
ン
カ
は
少
な
く
、
ポ
ー
タ
ー

が
大
部
あ
ぶ
れ
て
い
ま
し
た
。
ヮ
ラ
ス
の
プ

ラ
サ
で
よ
く
、
ポ
ー
タ
ー
に
使

っ
て
く
れ
と

話
し
か
け
て
く
る
イ
ン
デ
ィ
オ
に
あ
い
ま
し

た
。わ

た
し
達
は
サ
ン
タ

・
ク
ル
ス

・
ノ
ル
テ

で
は
、
新
し
い
ポ
ー
タ
ー
に
、
オ
ノ
ラ
ー
ト

・
カ
ル
ド
ア

・
フ
ロ
ン
ス

（
３３
）
を
使
い
ま

し
た
。
南
ア
フ
リ
カ
隊
と
ヒ
リ
シ
ャ
ン
カ
、

メ
キ
シ
ヨ
隊
と
イ

ェ
ル
ー
パ
ハ
ー
、
ヒ
リ
シ

ャ
ン
カ
ヘ
行

っ
た
経
験
が
あ
り
、
よ
く
働
ら

く
い
い
男
で
す
。
今
後
も
っ
と
日
本
隊
が
利

用
し
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

八
月
下
旬
、
メ
キ
シ
ョ
、
ア
メ
リ
カ
、
ア

ン
カ
レ
ツ
ジ
を
廻
り
帰
国
の
予
定
で
す
。
ア

メ
リ
カ
で
は
、
Ｌ

ｏ
オ
ー
テ
ン
バ
ン
ガ
ー
に

あ
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な

り
ま

し

た
。
私
達
は
十
分
に
ア
ン
デ
ス
登
山
を
楽
し

み
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

皆
様
に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
下
さ
い
。

七

・
二
七
　
副
隊
長

横

地

康

生

（吉
沢

一
郎
宛
）

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

‐―――――――‐

帰

国

し

て

――――――――

横

地

康
生

残
暑
お
見
舞
い
申
上
げ
ま
す
。

八
月
二
六
日
、
帰
国
し
ま
し
た
。
も
っ
と

ゆ

っ
く
り
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
金
が
な

く
て
残
念
で
し
た
。
帰
路
私
は
ア
ラ
ス
カ
ヘ

廻
り
、
ア
ラ
ス
カ
の
山
に
つ
き
、
資
料
を
集

め
て
来
ま
し
た
。
い
い
山
が

あ

り

ま
す
。

一
、
二
年
中
に
、
会
の
若
い
連
中
と
出
か
け

る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
―
―
。

さ
て
過
日
は
祝
電
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
サ
ン
タ

・
ク
ル
ス
・
ノ
ル
テ
に
つ
い

て
は
、
ク
ス
コ
で
あ
ら
た
ア
メ
リ
カ
隊
か
ら

も
お
祝
い
を
い
わ
れ
ま
し
た
が
、
予
想
以
上

に
褒
め
ら
れ
ま
し
た
。

主
峰
に
比
べ
る
と
少
々
小
さ
い
の
が
残
念

で
し
た
が
、
山
容
と
い
い
、
ス
ケ
ー
ル
と
い

い
、
十
分
に
満
足
で
き
る
登
山
が
で
き
ま
し

た
。

１６
ミ
リ
を
頂
上
ま
で
上
げ

ま

し

た

の

で
、
映
画
の
で
き
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

吉
沢
さ
ん
達
の
プ
カ
ヒ
ル
カ
も
遠
望
し
ま

し
た
。
い
い
山
で
す
ね
。
そ
の
写
真
、
で
き

ま
し
た
ら
お
贈
り
し
た
い
と
思

っ
て

い
ま

す
。さ

て
、
今
年
の

「山
岳
」
発
行
さ
れ
た
と

思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
入
手
し
た
】く

思

い
ま

す
。
吉
沢
さ
ん
に
お
願
い
し
て
も
ダ
メ
な
ら

販
売
先
を
ご
教
示
下
さ
い
。

又
、
会
報
の

「山
」
も
、
四
月
以
降
入
手

追 信

し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
お
送
り
頂
け
れ
ば
幸

い
で
す
。
落
着
き
ま
し
た
ら
写
真
や
ス
ラ
イ

ド
を
持

っ
て
ご
報
告
に
参
上
し
ま
す
。

ペ
ル
ー
の
セ
ザ
ー
ル
・
モ
ラ
ー
ン
ス
氏
が

よ
ろ
し
く
、
と
の
こ
と
で
し
た
。
又
、
ワ
ラ

ス
の
谷
川
さ
ん
も
よ
ろ
し
く
と
の
こ
と
で
し

た
。
プ
カ
ヒ
ル
カ
の
写
真
、
食
堂
の
壁
に
か

か
っ
て
い
ま
し
た
。
吉
沢
さ
ん
の
サ
イ
ン
、

私
は
懐
し
く
谷
川
さ
ん
の
宅
で
拝
見
し
ま
し

た
。
私
達
も
今
回
非
常
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

吉
沢
さ
ん
は
、
ア
ン
デ
ス
ヘ
ゴ
ル
フ
の
用

具

一
式
を
も

っ
て
来
ら
れ
た
と
か
、
金
の
あ

る
隊
だ
と
、
私
達
が
余
リ
ビ
ン
ボ
ー
隊
な
の

で
、
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
困
り
ま
し
た
。

今
回
最
も
欲
し
か
っ
た
の
は
ゴ
ム
ボ
ー
ト

で
し
た
。
吉
沢
さ
ん
達
の
ゴ
ム
ボ
ー
ト
は
、

有
効
だ

っ
た
と
き
い
て
い
ま
す
。
湖
面
を
見

下
ろ
し
な
が
ら
、
ア
ル
パ
マ
ヨ
街
道
を
毎
日

ボ
ッ
ヵ
し
ま
し
た
。
ボ
ー
ト
が
あ
れ
ば
ダ
イ

レ
ク
ト
に
行
け
る
の
に
と
、
悔
み
ま
し
た
。

ア
ダ
ム
ス

・
カ
ー
タ
ー
と
は
ケ
ブ
ラ
ダ

・

ラ
フ
コ
ル
タ
で

一
日
ち
が
い
で
す
れ
違
い
、

会
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
ヮ
ラ
ス
で
も
同
じ
く

一
日
ち
が
い
で
会
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

彼
の
狙

っ
た
ｏ
”
りＦ
●
Ｏ
ｏ
∽一
は
、
今
年

も
陥
ち
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。
い
い
山
で

す
。農

工
大
の
ヒ
リ
シ
ャ
ン
カ
は
、
よ
く
や
り

ま
し
た
。
ビ
バ
ー
ク
の
連
続
だ

っ
た
と
か
。

リ
マ
で
ホ
テ
ル
が

一
緒
で
し
た
。
今
、
ベ
ロ

ニ
カ
ヘ
行

っ
て
い
ま
す
。

以
上
簡
単
な
報
告
と
お
願
い
ま
で
。

◇
何
の
反
応
も
な
し
◇

「山
」
二
六
四
号

（
六
月
号
）
に
、沖
電
気

芝
浦
山
岳
部
の

″
遭
難
者
捜
索
に
つ
い
て
お

願
い
″
と
い
う
の
を
、
多
少
の
お
手
助
け
に

も
と
載
せ
た
が
、
そ
の
後
、
二
名
の
行
方
不

明
者
が
ど
う
な

っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
連

絡
が
何
も
な
い
。同
山
岳
部
か
ら
も
な
い
し
、

第
三
者
か
ら
も
な
い
。
誰
か
御
存
知
の
方
は

あ
り
ま
す
か
。
　
　
　
　
　
　
　
（吉
沢
）
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書

紹

介

「
ネ
パ
ー
ル

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
探
検
記
録
」

ネ
パ
ー
ル
と
日
本

一
八
九
九
＝

一
九

六
六

ｏ
編

ｏ
日
高
信
六
郎
、
本
文

・

川
喜
田
二
郎

日
本
ネ
パ
ー
ル
文
化
協
会
は
、
余
り
人
に

知
ら
れ
ぬ
会
で
あ
る
。　
一
九
六
四
年
創
立
。

こ
の
本
の
母
型
で
あ
る

「日
本
と
ネ
パ
ー
ル

の
間
の
文
化
交
流
原
典
」
が
、
英
文
で
出
版

さ
れ
る
と
案
内
を
う
け
た
と
き
は
、
ど
き
り

と
し
た
。
そ
の
ソ
ー
ス
ｏ
ブ
ッ
ク
と
い
う
面

影
は
、
本
書
の
後
半
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

な
ぜ
日
ネ
協
会
が
生
れ
た
か
、
協
会
は
何

を
す
る
の
か
。
現
実
の
姿
を
、
遠
く
河
口
師

か
ら
、
説
き
す
す
め
る
。
（
一
）
「ネ
パ
ー
ル

と
日
本
」
は
、
ネ
パ
ー
ル
に
注
目
す
る
諸
君

に
、
ぜ
ひ
心
読
し
て
も
ら
い
た
い
。
（
二
）

「開
拓
者
た
ち
」
（三
）
「登
山
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
に
な
る
と
、川
喜
田
さ
ん
の
筆
は
流
暢
に

進
み
、　
一
気
に
読
ま
せ
る
。
だ
が

（
１４
）
の

「問
題
と
展
望
」
で
は
、
真
綿
で
首
を
し
め

て
い
る
。
ま
だ
少
し
甘
い
が
。
（四
）
「旅
行

者

ｏ
漂
泊
者
た
ち
」、
登
山
ほ
ど
目
立
た
な

い
人
々
に
ふ
れ
、
（五
）
「学
術
調
査
」
で
は

民
族
研
究
が
光
り
、
こ
の
方
面
の
努
力
が
し

の
ば
れ
る
と
同
時
に
、
（六
）
「技
術
援
助
」

は
、登
山
関
係
者
が
見
落
し
が
ち
な
部
面
を
、

あ
り
の
ま
ま
え
ぐ
り
出
し
、
ま
だ
ま
だ
活
動

か
研
究
か
調
査
、
援
助
の
至
ら
な
さ
を
呈
示

し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、

協
会
専
務
理
事
、
川
喜
田
さ
ん
が
熱
情
を
こ

め
て
書
き
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え

る

。巻
末
の
資
料
は
、
三
種
の
カ
ー
ド
調
査
を

協
会
々
員
が
手
分
け
し
て
、
足
で
探
訪
し
て

作
り
あ
げ
た
も
の
。
チ
ー
ム
別
カ
ー
ド
を
整

理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
個
人
別
の
も
の
も

も
ら
れ
て
い
る
。
も
し
こ
れ
だ
け
の
も
の
を

個
人
が
や
る
と
す
れ
ば
、
ま
ず
不
可
能
で
あ

ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
本
書
に
も
ら
れ
た
も
の

は
、
そ
の
一
部
分
で
あ
り
、
ソ
ー
ス
・
カ
ー

ド
は
、
さ
ら
に
詳
細
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

巻
末
の
地
図

「日
本
人
踏
査
路
、　
一
八
九

九
―

一
九
六
六
・
三
」
は
、
ト
レ
ー
ス
が
赤

線
で
示
さ
れ
、
よ
く
も
歩
い
た
も
の
と
い
う

感
が
深
い
。
写
真
は
カ
ラ
１
８
、
白
黒
２５
、

ネ
パ
ー
ル
を
知
る
に
は
、
座
右
に
お
く
べ
き

本
で
あ
る
。
英
文
な
ら
ば
、
識
者
を
う
な
ら

せ
よ
う
。
川
喜
田
さ
ん
と
協
力
者
に
感
謝
し

た
い
。
定
価

（六
八
〇
円
）
も
安
い
。

（講

談
社
刊
、
四
二
年
四
月
、
二
五
九
十
八
二
頁
）

（
田
中
栄
蔵
）

第

十
　
回

有

志

閑
談

会

の
記

古

沢

　

肇

有
志
閑
談
会
も
早
い
も
の
で
、
第
十
回
を

迎
え
る
こ
と
に
な

っ
た
。
元
来
こ
の
会
は
、

戦
前
の
清
水
谷
皆
香
園
の
懇
談
会
を
復
活
さ

せ
た
も
の
で
、
最
初
は

「清
水
谷
皆
香
園
を

し
の
ぶ
会
」
と
し
て
再
発
足
し
た
と
覚
え
て

い
る
。
こ
の
辺
の
こ
と
は
発
起
人
の

一
人
神

谷
さ
ん
が
く
わ
し
い
。
幸
い
な
こ
と
に
会
場

と
し
て
名
園
六
義
園
内
の
心
泉
亭
と
い
う
烙

好
の
場
所
を
得
て
か
ら
好
評
を
博
し
、
い
ま

や
会
の
年
中
行
事
の

一
つ
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。今

年
六
月
二
十
四
日
も
夕
刻
前
会
場

へ
急

ぐ
と
、
す
で
に
長
老
方
が
だ
い
ぶ
お
揃
い
で

あ
る
。
こ
れ
は
と
恐
縮
し
て
ご
挨
拶
な
ど
申

上
げ
て
い
る
う
ち
に
、
毎
年
の
よ
う
に
庭
の

芝
生
の
巨
石
の
傍
で
揃

っ
て
記
念
撮
影
が
行

な
わ
れ
る
。
折
か
ら
庭

一
面
の
深
緑
が
夕
陽

に
映
え
て
美
し
い
。
去
年
も

一
昨
年
も
こ
の

通
り
だ

っ
た
と
思
う
。
恐
ら
く
来
年
も
そ
う

だ
ろ
う
。
「歳
々
年
々
人
同
じ
」
で
あ

る

こ

と
は
な
に
よ
り
も
め
で
た
い
こ
と
で
あ
る
。

三
万
坪
の
庭
に
九
千
坪
の
池
、
三
千
二
百

八
十
九
本
の
木
々

（
事
務
所
調
べ
）
の
緑
を

瞬
時
の
間
と
は
言
え
、
わ
ず
か
三
十
数
人
で

独
占
す
る
気
分
は
や
は
り
根
岸
候
な
み
の
ぜ

い
た
く
で
あ
る
。

ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
、
い
つ
も
の
お
弁
当
を

つ
つ
い
て
会
は
は
じ
ま
る
。
そ
の
間
に
ど
ん

な
話
が
あ
っ
た
か
、
く
わ
し
く
は
書
き
き
れ

な
い
が
、
耳
に
残
っ
た
も
の
か
ら
す
こ
し
書

き
と
め
る
と
、

近
藤
さ
ん
は
佐
伯
平
蔵
と
の
思
い
出
を
、

田
部
さ
ん
は
八
十
歳
を
越
え
て
登
っ
た
最
近

の
奥
秩
父
の
山
登
り
を
、
深
田
さ
ん

は
伊
吹
山
で
の
珍
ら
し
い
失
敗
談
を

話
さ
れ
た
。
静
岡
の
山
本
朋
さ
ん
は

厳
君
の
例
を
引
い
て
、
長
寿
と
山
と

の
関
係
を
、
ま
た
こ
の
夏
カ
ナ
ダ
ヘ

行
か
れ
る
今
井
さ
ん
夫
妻
は
、
キ
ャ

ラ
バ
ン
に
備
え
て
、
夫
人
が
連
日
馬

事
公
苑
で
乗
馬
の
稽
古
を
し
て
い
る

話
が
あ
っ
て
、こ
れ
は
楽
し
か
っ
た
。

松
方
会
長
や
現
役
の
理
事
さ
ん
か

ら
は
、
会
の
新
し
い
ル
ー
ム
の
構
想

や
、
募
金
に
つ
い
て
の
依
頼
も
あ
っ

て
、
時
々
話
が
現
実
に
引
き
戻
さ
れ

る
の
も
時
節
柄
止
む
を
得
な
い
こ
と

だ
っ
た
。
最
後
に
藤
島
さ
ん
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
会
合
に
武
田
久
吉
先
輩

が
お
見
え
で
な
い
の
は
淋
し

い
か

ら
、
今
後
は
ぜ
ひ
出
席
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
も
っ
と
積
極
的
に
お
願
い

つ

を
し
た
ら
、
と
の
ご
意
見
が
出
て

一
同
共
鳴

し
た
。

か
く
て
定
刻
八
時
、
名
残
り
が
惜
し
ま
れ

て
容
易
に
散
会
と
な
ら
ず
、
閉
会
が
告
げ
ら

れ
て
か
ら
駈
け
込
ん
だ
遅
参
組
の
小
野
さ
ん

と
な
お
四
、
五
人
が
女
中
さ
ん
か
ら
掃
き
出

さ
れ
る
よ
う
に
し
て
表
へ
出
た
の
は
大
方
九

時
に
近
か
っ
た
。
そ
の
顔
ぶ
れ
は
今
年
ま
た

南
極
へ
行
く
村
山
さ
ん
、
そ
れ
か
ら
関
根
さ

ん
、
山
崎
さ
ん
ら
で
最
後
ま
で
に
ぎ
や
か
な

こ
と
で
あ

っ
た
。

当
日
の
幹
事
佐
藤
久

一
朗
、坂
倉
登
喜
子
、

松
田
雄

一
の
各
氏
。
な
お
明
年
度
の
幹
事
は

成
瀬
岩
雄
、
渡
辺
公
平
、
川
森
左
智
子
の
各

氏
で
あ
る
。

（古
沢
　
肇
記
）

◇
当
日
の
参
会
者

（順
不
同
）

松
方
三
郎
、
川
森
左
智
子
、
山
下

一
夫
、
関

根
吉
郎
、
成
瀬
岩
雄
、
鶴
岡
元
之
助
、
織
内

信
彦
、
桜
井
信
雄
、
松
田
雄

一
、
藤
井
運
平

佐
藤
隆
太
郎
、
野
口
末
延
、
岩
永
信
雄
、
藤

島
敏
男
、
田
部
重
浦
、
近
藤
茂
吉
、
神
谷
恭

麻
生
武
泊
、
牧
野
衛
、
深
田
久
弥
、
網
蔵
志

朗
、
古
沢
肇
、
松
本
熊
次
郎
、
足
立
源

一
郎

山
崎
金
次
郎
、
今
井
雄
二
、
中
村
謙
、
山
本

朋
三
郎
、
飯
野
亨
、
辰
沼
広
吉
、
佐
藤
久

一

朗
、
今
井
喜
美
子
、
坂
倉
登
喜
子
、
村
山
雅

美
、
瀬
名
貞
利
、
小
野
利
次
、
山
崎
安
治
、

交
野
武

一
。

（
以
上
三
十
八
名
）

◇

「山
」
二
六
六
号
御
郵
送
、
正
に
落
掌
、お

手
数
を
謝
し
ま
す
。
八
月
中
頃
か
ら
急
性
膀

脱
炎
に
て
倒
れ
、
い
ま
静
養
中
で
す
。
ひ
ど

い
夏
バ
テ
で
す
が
、
お
蔭
で
快
癒
に
向
い
つ

つ
あ
り
ま
す
。

駄
句
六
句
…
…
…
…

●
グ
リ
セ
ー
ド
涸
沢
走
る
や
晩
夏
光

・
月
日
す
ぐ
涼
し
く
香
る
浦
島
草

・
林
道
の
水
場
を
通
り
渇
を
医
す

・
岩
茸
に
代
り
て
石
山
眺
め
よ
き

ｏ
美
し
や
岩
茸
な
き
も
景

一
位

・
奥
多
摩
に
父
の
手
土
産
山
葵
漬

（
二
三
〇
三
）

水

田
健

之
輔

(13)―…2イ5-
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◇
熊

本

支

部
◇

十
周
年
記
念
山
行
に

参
加
し
て

藤

井

運

平

七
月
二
十
三
日

（
日
）
　

　

　

ひ
と
よ
し

熊
本
県
南
部
の
宮
崎
県
境
に
近
い
人
吉
盆

地
の
東
端
に
湯
前
線
の
終
点
湯
前

駅

が
あ

¨
。
湯
前
よ
り
更
に
バ
ス
で
約
二
十
分
、
市

房
ダ
ム
の
湖
畔
を
辿
り
、
市
房
山
麓
の
ひ
ら

一

け
た
ゆ
る
い
傾
斜
地

（約
二
六
〇
米
）
に
在

一

る
湯
山
の
温
泉
宿
へ
着
い
た
の
は
午
後
二
時

一

半
頃
で
あ

っ
た
。

こ
の
日
九
州
は
雲

一
つ
な
い
快
晴
に
恵
ま

れ
、
熊
本
地
方
で
は
梅
雨
あ
け
後
初
め
て
の

晴
天
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
さ
す
が
に
暑
か

っ
た
が
、
涼
し
い
風
が
吹
い
て
い
た
の
で
助

か

っ
た
。

記
念
山
行
の
市
房
山

（
一
七
二
二
米
）
を

始
め
宮
崎
県
境
の
山
波
は
緑

一
色

に
包

ま

れ
、
余
り
に
も
く

っ
き
り
と
姿
を
見
せ
て
い

た
の
で
、
何
か
物
足
り
な
さ
さ
え
感
じ
ら
れ

る
。夕

方
か
ら
催
さ
れ
た
総
会
に
集
ま
ら
れ
た

会
員
は
、三
谷
支
部
長
他
七
名
で
あ
っ
た
が
、

支
部
会
員
数
二
十
名
で
何
時
も
集
り
の
よ
い

支
部
も
今
回
は
か
き
入
れ
時
の
商
用
、
出
張

等
で
止
む
を
得
な
い
不
参
が
多
か
っ
た
と
の

こ
と
、
会
員
は
熊
本
市
を
中
心
と
し
て
、
大

牟
田
、
荒
尾
、
竹
田
の
各
市
、
宮
崎
県
高
千

穂
町
在
住
の
方
々
で
あ
る
が
、
指
導
者
層
の

集
り
と
し
て
、
ク
ラ
ブ
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で

お
ら
れ
る
、
実
に
和
や
か
な
支
部
で
あ
る
こ

と
を
感
じ
た
。
席
上
七
月
の
支
部
長
会
議
で

の
概
要
を
お
話
し
た
が
、
熊
本
支
部
は
北
田

正
三
氏
が
県
岳
連
を
設
立
以
来
、
ク
ラ
ブ
と

連
盟
と
の
関
係
を
明
確
に
さ
れ
、
熊
本
市
在

住
の
会
員
も
、
今
年
三
十
五
周
年
を
迎
え
、

会
員
二
千
名
を
数
え
る
熊
本
ア
ル
コ
ウ
会
の

主
な
方
々
で
あ
り
、
他
会
員
も
そ
の
地
方
の

指
導
者
層
な
の
で
協
会
、
指
導
員
制
度
等
の

問
題
に
つ
い
て
も
余
り
問
題
が
な
い
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
た
。
と
云
う
の
は
熊
じ
ょ
う
ち

ゅ
う
の
故
か
、
折
角
の
機
会
に
肝
心
の
支
部

の
方
々
か
ら
の
御
意
見
を
伺
い
損
ね
た
次
第

誠
に
申
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。

翌
二
十
四
日

（月
）
は
未
明
よ
り
ま
こ
と

に
爽
や
か
な
朝
を
迎
え
た
の
だ
が
、
八
時
宿

を
出
る
頃
に
は
、
市
房
山
は
中
腹
以
上
雲
に

包
ま
れ
て
い
た
。
台
風
１０
号
が
北
上
し
て
い

る
そ
う
で
あ
る
。
進
路
に
よ
っ
て
は
台
風
影

響
地
帯
で
あ
る
宮
崎
県
境
も
多
分
の
影
響
が

予
想
さ
れ
る
。

登
山
口
よ
り
四
合
目
に
在
る
市
房
神
社
迄

の
参
道
は
、
う
っ
そ
う
た
る
杉
の
巨
木

（大

き
い
の
は
周
囲
八
米
）
の
並
木
が
続
き
、
道

は
階
段
登
り
に
上
っ
て
い
る
。
樹
木
も
南
九

州
が
始
め
て
の
私
に
は
め
あ
た
ら
し
く
、
杉

の
巨
木
に
ま
じ
っ
て
百
日
紅
の
大
木
の
よ
う

な
ア
カ
シ
ヤ
ラ
、
サ
カ
キ
の
大
木
、
又
私
が

愛
用
の
ス
キ
ー
の
原
木
で
あ
る
イ
チ
イ
カ
シ

の
巨
木
等
初
め
て
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
参

道
は
昔
の
ま
ま
で
手
を
入
れ
て
な
く
、
巨
木

続
き
の
原
生
林
は
何
か
高
温
多
湿
の
南
で
あ

る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

天
候
は
市
房
神
社
へ
辿
り
つ
く
前
か
ら
雨

と
な
っ
て
い
た
が
、
冷
た
い
風
が
吹
い
て
い

た
の
で
身
体
に
は
快
い
登
り
で
あ
っ
た
。
市

房
神
社
は
無
人
の
社
で
あ
る
が
御
所
車
の
紋

ど
こ
ろ
も
珍
し
い
感
じ
で
あ
る
。
神
社
の
裏

手
か
ら
の
登
山
道
は
険
し
く
、
や
せ
た
ひ
だ

尾
根
の
樹
根
を
巻
い
て
急
昇
し
て
い
る
。
雨

は
小
雨
と
な
っ
た
が
登
る
に
つ
れ
て
風
が
強

く
な
っ
て
来
た
。
ひ
だ
尾
根
か
ら
表
尾
根
ヘ

移
っ
て
か
ら
は
傾
斜
が
ゆ
る
く
な
り
、
雑
木

の
樹
林
帯
を
抜
け
、
明
る
い
一
寸
し
た
岩
ま

じ
り
の
平
場
へ
出
た
ら
其
処
が
頂
上
で
あ
っ

た
。
時
刻
は
十
一
時
半
、
三
時
間
半
の
登
り

で
あ
る
。
小
雨
も
霧
と
な
っ
た
が
相
変
ず
眺

望
は
き
か
な
い
。
県
境
と
な
っ
て
い
る
稜
線

の
北
方
は
、
巨
岩
の
激
し
い
起
伏
が
続
い
て

お
り
、
熊
本
県
側
は
相
当
落
ち
込
ん
だ
断
崖

と
な
っ
て
い
る
。
雑
本
に
お
お
わ
れ
て
い
る

岩
場
に
、
木
ツ
ツ
ジ
の
花
が
わ
ず
か
に
明
る

さ
を
添
え
て
い
た
。
宮
崎
県
側
よ
り
相
変
ず

強
い
風
が
吹
い
て
い
た
が
、
雑
木
に
さ
え
ぎ

ら
れ
て
い
る
お
蔭
で
、
ゆ
っ
く
り
中
食
を
と

る
こ
と
が
で
き
た
。

南
方
の
稜
線
は
雑
木
と
笹
の
繁
っ
た
傾
斜

面
が
低
く
落
ち
泌
ん
で
ヽ
）く
い
下
は
見
え
な

い
が
宮
崎
県
側
最
奥
の
西
米
良
村
か
ら
一
番

楽
な
登
山
道
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

宮
崎
県
側
の
山
や
谷
は
深
い
の
で
未
踏
の
と

こ
ろ
が
多
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

登
っ
た
道
を
下
り
二
時
間
、
登
山
口
に
着

い
た
と
き
に
は
、
山
麓
は
晴
天
で
あ
っ
た
。

行
程
中
三
谷
支
部
長
に
従
っ
て
歩
い
て
い

た
が
、
今
年
七
〇
歳
を
迎
え
ら
れ
た
方
と
も

思
え
ず
そ
の
健
脚
ぶ
り
に
は
、
久
し
振
り
の

山
登
り
で
あ
え
い
で
い
る
私
は
顔
色
な
し
で

あ
っ
た
。

◎
六
月
定
例
海
外
連
絡
委
員
会

▽
日
　
時
　
六
月
十
六
日

（金
）
午
後
六
時

三
〇
分
―

▽
場

所

本
会
ル
ー
ム

▽
出
席
者
　
日
高
、田
村

（俊
）、
牧
野
（文
）

芳
野
、
小
味
、
堀
川
、
松
田
、
関
口

▽
議
　
事

①
コ
ロ
ラ
ド
山
岳
会
来
日
の
件

七
月
七
月
来
日
予
定
、
七
月
八
日
に
本
会

ル
ー
ム
に
て
交
歓
会
を
行
う
。

②
シ
ェ
ラ
・
ク
ラ
ブ
来
日

（
一
九
六
九
年
）

の
件

他
の
機
関
、
例
え
ば
国
立
公
園
協
会
等
と

も
相
談
し
て
返
事
を
出
す
こ
と
に
す
る
。

③
Ｕ

・
Ｉ

ｏ
Ａ

ｏ
Ａ
総
会
開
催
の
件

十
月
六
日
よ
リ
マ
ド
リ
ー
ド
で
開
催
さ
れ

る
本
年
度
総
会
に
吉
沢
一
郎
委
員
長
が
非

公
式
に
招
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
機
会
に

日
本
側
の
同
連
合
へ
の
加
盟
の
態
度
を
如

何
す
る
か

（本
会
が
入
る
か
、
協
会
が
入

る
か
）を
理
事
会
に
は
か
る
こ
と
に
す
る
。

④
海
外
宛
本
会
ル
ー
ム
移
転
通
知
送
付
方
法

検
討
。

⑤
ネ
パ
ー
ル
国
元
外
務
次
官
マ
ナ
ン
ダ
ハ
ー

氏
来
日
の
件
。

米
国
よ
り
の
帰
国
途
上
、
去
る
六
月
六
日

来
日
、四
日
間
滞
在
し
た
。
（詳
細
二
六
六

号

一
五
頁
参
照
）

③
台
湾
に
お
け
る
登
山
許
可
申
請
の
件

従
来
受
入
側
で
こ
の
事
務
を
行
な
っ
て
い

た
の
は
台
湾
省
山
岳
協
会
の
み
で
あ
っ
た

が
、
最
近
中
国
青
年
登
山
協
会
で
も
扱
っ

て
い
る
模
様
で
あ
る
。

⑦
群
馬
県
谷
川
岳
登
山
条
例
英
訳
文
の
件

群
馬
県
当
局
よ
り
同
条
例
の
英
訳
文
が
山

岳
協
会
を
通
じ
て
送
達
さ
れ
た
。

③
ア
ラ
ス
カ
及
び
ス
イ
ス
に
於
け
る
遭
難
に

関
す
る
報
告
。　
　
　
　
以
上

（関
口
）

集

会

委

員

会

▽
同
　
時
　
七
月
三
日

（月
）
後
六
・
三
〇

▽
場
　
所

本
会
々
議
室

▽
出
席
者
　
松
本
、
松
田
、
金
坂
、
山
崎
、

今
井
、
大
塚
、
西
丸
、
宮
下
、
広
谷
、
武

田
、
関
口

▽
議

事

１
、
本
年
度
の
事
業
と
し
て
は
、
大
会

（
二

回
）、
小
集
会

（十
二
月
を
除
く
毎
月
第

１
四
水
曜
に
開
催
）
を
行
い
、
各
支
部
の
現

地
小
集
会
並
び
に
他
の
集
会
の
開
催
に
当

っ
て
は
、
重
複
を
極
力
、
避
け
る
た
め
各

支
部
ま
た
は
他
の
委
員
会
と
の
連
絡
を
密

接
に
行
う
。

２
、
小
集
会
は
、
原
則
と
し
て
本
会
集
会
室

で
行
う
。

３
、
小
集
会

（向
う
三
カ
月
間
）。
八
月
二

三
日
第
二
三
四
回

「山
の
怪
談

・
怪
異
を

語
る
会
」
西
丸
震
哉
氏
ほ
か
、
九
月
二
七

日
第
二
二
五
回

「海
外
遠
征
報
告
」
（講

演
者
未
定
）、　
一
〇
月
二
五
日
第
二
三
七

回

「雪
崩
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
」

指
導
委
員
会

４
、
小
集
会
は
、
原
則
と
し
て
本
会
集
会
場

で
行
な
う
。
十

一
月
の
第
四
水
曜
は
祝
祭

日
に
続
く
の
で
、
他
の
日
に
変
更
す
る
。

十
二
月
は
年
末
の
た
め
中
止
す
る
。

５
、
委
員
会
の
運
営
方
針
が
決
定
す
れ
ば
、

毎
月
委
員
会
を
開
催
す
る
必
要
が
な
い
の

で
、
毎
月
の
集
会
の
実
行
は
、
常
任
委
員

会
が
行
な
う
こ
と
と
し
、大
塚
博
美
、松
田

雄

一
、
中

　

保
、
堀
川
英
司
郎
、
木
野

拝
、
鈴
木
郭
之
、
関
口
周
也
　
以
上

（関

口
周
也
）

◇

一
橋
大
学
ヒ
ン
ズ
ー

ｏ
ク
シ
ュ

隊
の
成
果
速
報
◇

（６

ｏ
２７
）
チ
ト
ラ
ル
か
ら
キ
ャ
ラ
バ
ン
。

（７

ｏ
４
）
ロ
シ
ュ
・
ゴ
ル
氷
河
上
に
Ｂ
Ｃ

建
設

（
四
〇
〇
〇
ｍ
）
。

（７

ｏ
８
）
仮
Ｃ
Ｉ
建
設

（
四
六
〇
〇
ｍ
）
。

（７

ｏ
９
）
Ｃ
Ｉ
建
設

（
五
四
〇
〇
ｍ
）
。

（７

ｏ
ｌ２
）
Ｃ
Ｉ
か
ら
上
部
ル
ン
ゼ
の
偵
察

中
、
池
知
、
落
石
に
遭
っ
て
左
大
腿
部
骨
折

（７
・
１５
）
池
知
を
Ｂ
Ｃ
に
収
容
、後
帰
国
。

（７

ｏ
２３
）
サ
ラ
グ
ラ
ー
ル
峰
攻
撃
中
断
、

倉
知
敬
、
佐
藤
之
敏
、
原
博
貞
の
四
名
が
、

ウ
ド
レ
ン
・
ゾ
ー
ム
南
稜
上
の
コ
ル
に
Ｃ
Ｉ

建
設

（
五
一
〇
〇
ｍ
）
。

（７

・
２８
）
Ｃ
２
建
設

（
五
六
〇
〇
ｍ
）
。

（８

ｏ
４
）
五
時
発
、
四
ｏ
四
〇
ｐｍ
、
無
名

峰

（約
六
六
〇
〇
ｍ
）
登
頂
。
頂
上
直
下
に

ビ
バ
ー
ク
。

（８

ｏ
５
）
四
時
ｐｍ
、
Ｃ
２
帰
着
。

（８

ｏ
６
）
Ｃ
Ｉ
帰
着
。

（８

ｏ
ｌＯ
）
ウ
ド
レ
ン
・
ゾ
ー
ム
南
峰

（七

〇
五
Ｏ
ｍ
）
を
目
指
し
、
六
〇
〇
〇
ｍ
の
岩

棚
に
Ｃ
３
。

（８

ｏ
■
）
六
時
発
、　
一
時
半
ｐｍ
登
頂
。
六

時

一
〇
分
Ｃ
Ｉ
帰
着
。

（８

ｏ
ｌ２
）
Ｂ
Ｃ
。

（８

ｏ
２０
）
Ｃ
Ｉ
。

（８

ｏ
２２
）
Ｈ

ｏ
Ｃ

（
六
五
〇
Ｏ
ｍ
）
。

（８

ｏ
２３
）
ビ
バ
ー
ク

（七
一
〇
〇
ｍ
）
。

（８

ｏ
２４
）
九
時
ａｍ
、
佐
藤
之
敏
、
原
博
貞

サ
ラ
グ
ラ
ー
ル
南
峰

（七
三
五
Ｏ
ｍ
）
登
頂

に
成
功
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
（吉
沢
）

(14) ―‐2イδ一―
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